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    QCX-mini CW  

Ver1.05 Part1      Transceiver 

QCX 5W CW Transceiver kit assembly instructions 

           

“ＱＣＸ-mini”：モノバンドで高性能な５Ｗトランシーバーで、調整とテストのため

の回路を内蔵。また、キーヤー、ＷＳＰＲビーコンモードなどいろいろ装備････ 

 

Designed and produced by QRP Labs, 2017-2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は：  

Palm Radio pico paddlehttp://palm-radio.de 

と奥さんの古いiPhone イヤフォーン 

 

この訳文はQCX-miniのマニュアルVer1.05の１章から３章までを訳したものです。 
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内容 

１， 紹介 

２， 部品リスト 

３， 組み立て 

3.1 部品目録 

3.2 T1を巻いて取り付ける 

3.3 IC2ソケットを取り付ける 

3.4 100nF ｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける (0.1uF, 104) 

3.5 全ての470nF ｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける （0.47uF 474） 

3.6 47nF ｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける （47uF 473） 

3.7 ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰの袋からC25とC26のｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける 

3.8 ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰの袋からC27とC28のｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける 

3.9 C30のｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける 

3.10 C5とC8のｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける 

3.11 1uFのｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける (105 C21,C22) 

3.12 １5819のﾀﾞｲｵｰﾄﾞを取り付ける 

3.13 XTAL1の20MHz水晶発振子を取り付ける 

3.14 XTAL2の27MHz水晶発振子またはTCXOを取り付ける 

3.15 500Ω多回転ﾎﾞﾘｭｰﾑを取り付ける 

3.16  50kΩ多回転ﾎﾞﾘｭｰﾑを取り付ける 

3.17 470uFｺﾝﾃﾞﾝｻを取り付ける 

3.18 30pFのﾄﾘﾏｰｺﾝﾃﾞﾝｻをC1に取り付ける 

3.19 MPS751ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀをQ6に取り付ける 

3.20 全てのBS170ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを取り付ける 

3.21 2×3のｲﾝｻｰｷｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾍｯﾀﾞピンを取り付ける 

3.22 2×5のLCDﾍｯﾀﾞを取り付ける 

3.23 2×4 UIﾍｯﾀﾞを取り付ける 

3.24 ﾄﾛｲﾄﾞL4を巻いて取り付ける 

3.25 ﾄﾛｲﾄﾞL2を巻いて取り付ける 

3.26 ﾄﾛｲﾄﾞL1とL3を巻いて取り付ける 

3.27 2.1mm電源ｺﾈｸﾀを取り付ける 

3.28 RF出力BNCｺﾈｸﾀを取り付ける 

3.29 3.5mmｽﾃﾚｵｺﾈｸﾀを取り付ける 

3.30 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰﾎﾞｰﾄﾞのPBCを切り離す 

3.31 LCDﾓｼﾞｭｰﾙを取り付ける 

3.32 2×5ﾋﾟﾝ雄ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀﾍｯﾀﾞを取り付ける 

3.33 4つの11mmのﾅｲﾛﾝｽﾍﾟｰｻを取り付ける 

3.34 R47の20kﾄﾘﾏｰを取り付ける 

3.35 2×4ﾋﾟﾝ雄ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀﾍｯﾀﾞを取り付ける 

3.36 ﾛｰﾀﾘｰｴﾝｺｰﾀﾞｰを取り付ける  
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3.37 ﾀｸﾄｽｲｯﾁ（押しﾎﾞﾀﾝ）を取り付ける 

3.38 ｹﾞｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙVR R47を取り付ける 

3.39 11mm六角ｽﾍﾟｰｻを取り付ける 

3.40 ｺﾝﾄﾛｰﾙPCBをﾒｲﾝPCBに合わせる 

3.41 ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗを取り付ける 

3.42  10μFの入力側コンデンサを取り付ける 

3.43 2つのﾎﾞｰﾄﾞをﾌﾟﾗｸﾞを差し込んで組み合わせる 

3.44 基本的な動作のための接続 

3.45 QCXminiの故障発見のための注意点 

3.46 調整と校正 

3.47 ｵﾌﾟｼｮﾝのケースへの組み込み 

3.48 QCX-mini GPSｲﾝﾀｰﾌｪｲｽとPTT出力 

3.49 QCX-mini CATﾎﾟｰﾄ 

４， QCX-miniの回路デザイン 

4.1 ﾌﾞﾛｯｸﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑと概略 

4.2 回路図 

4.3 ｼﾝｾｻｲｻﾞｰ発振器 

4.4 送受信切り替え 

4.5 ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽ、ｽﾌﾟﾘｯﾀｰ、QSDとﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ 

4.6 90度ｵｰﾃﾞｨｵﾌｪｰｽﾞｼﾌﾄ 

4.7 CWﾌｨﾙﾀｰ 

4.8 ｵｰﾃﾞｨｵ増幅 

4.9 送信信号の流れとPAﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

4.10 Eｸﾗｽ出力増幅 

4.11 ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰ 

4.12 ｷｰ整形回路 

4.13 ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗ 

4.14 ｵﾌﾟｼｮﾝのGPSｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

4.15 ｲﾝｻｰｷｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ（ISP）ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

4.16 ﾃｽﾄ回路 

4.17 5V電圧ﾚｷﾞｭﾚﾀ 

５， 誤りを見つける 

5.1 LCDが表示しない、またはﾌﾞﾛｯｸ表示 

5.2 全くﾊﾞｯｸﾗｲﾄが光らない 

5.3 上の行の１ﾌﾞﾛｯｸだけが表示される 

5.4 DC電圧 

5.5 RF出力ﾁｪｯｸ 

６， 測定 

6.1 準備機器 

6.2 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ消費電流 
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6.3 送信機出力 

6.4 Eｸﾗｽ電力増幅出力波形 

6.5 ｷｰにより形成されたRFｴﾝﾍﾞﾛｰﾌﾟ 

6.6 ﾛｰﾊﾟｽ送信ﾊｰﾓﾆｯｸﾌｨﾙﾀｰの出力特性 

6.7 ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽ受信入力ﾌｨﾙﾀｰの特 

6.8 Quadrature Sampling Detectorﾊﾞﾝﾄﾞ幅 

6.9 CWﾌｨﾙﾀ効果 

6.10 不要なｻｲﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ除去 

７， 操作の参考事項“cheat sheet” 

８， 出典 

９， ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ履歴 
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１. 入門 

この高性能ｼﾝｸﾞﾙﾊﾞﾝﾄﾞ5WのCWﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰｷｯﾄ“QCX-mini”(QRP Labs CW Xcvr mini)を購入してくださ

って、ありがとうございます。 

このｷｯﾄはさまざまな機能を持っています！ 

特にﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙに適した特徴 

・ 小さなｻｲｽﾞ：95×63×25mmのｹｰｽ（突起部を除く） 

・ 日光の下でも見える16字×2行の黄緑LCDｽｸﾘｰﾝ。ﾊﾞｯｸﾗｲﾄはon/off可能 

・ 低消費電力（例 12V供給でｽｸﾘｰﾝﾊﾞｯｸﾗｲﾄoffでの受信電流58mA） 

・ 軽量 202ｸﾞﾗﾑ 

・ 頑丈な成形ｱﾙﾐﾆｭｰﾑｹｰｽ 

ＱＣＸｼﾘｰｽﾞの標準的な特徴 

・ 作りやすい、2枚構成の基板ﾃﾞｻﾞｲﾝ。主回路の乗ったﾎﾞｰﾄﾞとLCDのﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰの乗ったﾎﾞｰﾄﾞ。全ての

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｰﾄﾞはサブﾎﾞｰﾄﾞに取り付け。ｺﾈｸﾀによって取り付けられ配線は不要です。 

・ 本格的な品質の両面基板。ｽﾙｰﾎｰﾙ基板でｼﾙｸｽｸﾘｰﾝが施されたPCB 

・ 80、60、40、30、20または17mのいずれかのﾊﾞﾝﾄﾞを選択することができます。 

・ 約3～5Wの CW出力(供給電圧に依存) 

・ 7～16Vを供給電圧として推奨します。 

・ ｸﾗｽEのﾊﾟﾜｰｱﾝﾌﾟ､ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀはﾋｰﾄｼﾝｸなしでさえcool…。 

・ 7ｴﾚﾒﾝﾄのﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰは規定の要求を保証します。 

・ CWｴﾝﾍﾞﾛｰﾌﾟ整形はｷｰｸﾘｯｸを取り去ります。 

・ 不要な側波帯を少なくとも50dB取消すことのできる高性能ﾚｼｰﾊﾞｰ。 

・ ﾘﾝｷﾞﾝｸﾞのない200HzのCWﾌｨﾙﾀ 

・ 回転式のｴﾝｺｰﾀﾞによるSi5351AｼﾝｾｻｲｻﾞｰVFO。 

・ ｵﾌﾟｼｮﾝでﾌｧｰﾑｳｪｱに含められているIambicキーヤまたはｽﾄﾚｰﾄｷｰ機能 

・ 簡単なﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号処理による補助的なCWﾃﾞｺｰﾀﾞ、画面上にﾘｱﾙﾀｲﾑで表示 

・ 画面上のSﾒｰﾀ 

・ 画面上のﾘｱﾙﾀｲﾑ時計（ﾊﾞｯﾃﾘｰﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟなし） 

・ 速いｿﾘｯﾄﾞｽﾃｰﾄｽｲｯﾁを使った、ﾌﾙまたはｾﾐ QSK操作による送受切り替え 

・ 周波数ﾌﾟﾘｾｯﾄ、VFO A/B分割操作、RIT、設定可能なCWｵﾌｾｯﾄ。 

・ 設定可能なｻｲﾄﾞﾄｰﾝ周波数と音量 

・ Connectors:電源、3.5mmのｷｰﾔｼﾞｬｯｸ、3.5mmのｽﾃﾚｵｲﾔﾎｰﾝｼﾞｬｯｸ、BNC RF出力 

・ 組込みのｼｸﾞﾅﾙｼﾞｪﾈﾚｰﾀとｱﾗｲﾝﾒﾝﾄﾂｰﾙは簡単なｾｯﾄｱｯﾌﾟや調整を支援します 

・ 組込み試験機器：電圧計、RFﾊﾟﾜｰﾒｰﾀ、周波数ｶｳﾝﾀ、ｼｸﾞﾅﾙｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

・ ﾋﾞｰｺﾝﾓｰﾄﾞ、自動的なCW、FSKCWまたはWSPR操作をｻﾎﾟｰﾄ 

・ GPSｲﾝﾀｰﾌｪｲｽによる参照周波数目盛りと計時(WSPR指ﾋﾞｰｺﾝのための) 

・ CATｺﾝﾄﾛｰﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

・ ｵﾌﾟｼｮﾝで50Wﾊﾟﾜｰｱﾝﾌﾟｷｯﾄ 
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・ ｵﾌﾟｼｮﾝでﾚｰｻﾞｰで刻印され、穴開け加工された陽極処理ｱﾙﾐﾆｭｰﾑｹｰｽ 

 

このCWﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰを組み立て、調整をし、操作するためには他の試験装置などは必要とされていません。 

この革新的な自己校正とｾﾙﾌ・ﾃｽﾄの機能は、いくつかの容易なﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰをｾｯﾄｱｯﾌﾟするｽﾃｯﾌﾟのなかで、

あなたを助け、導いてくれるでしょう。 

ｷｯﾄにはまた、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと故障発見を助けることができる電圧計、RFﾊﾟﾜｰﾒｰﾀ、周波数ｶｳﾝﾀ、およびｼｸﾞ

ﾅﾙｼﾞｪﾈﾚｰﾀが含まれています。 

私達は、このｷｯﾄを組み立て、操作するのを楽しむことを望みます！ 

どうぞ、よくこのｱｾﾝﾌﾞﾘﾏﾆｭｱﾙを読み、推奨された順序で一歩一歩の手順に従ってください。 

後で、ﾏﾆｭｱﾙの中で、回路ﾃﾞｻﾞｲﾝについて詳細に説明されています。私達は、この新しいﾗｼﾞｵから最

大の楽しみと教育を得るためにまたこのｾｸｼｮﾝを読み、理解するように勧めます。 

典型的な性能についてはMeasurementsｾｸｼｮﾝの中で示されます。 

ﾏﾆｭｱﾙの操作ｾｸｼｮﾝでは詳細にﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ、ｱﾗｲﾝﾒﾝﾄ、および試験装置の操作を説明します。 

マニュアルの終わり近くに1ページの「Cheat Sheet 参考文書」があります。 

組み立ての前に、QCX-miniのウェブサイトを見てください。改訂されたヒントなどがあるかも知れま

せん。http://qrp-labs.com/qcxmini 

 

 もしトラブルに遭遇した時にはトラブルシュートのページを参考にしてください。

http://qrp-labs.com/qcxmin  

それ以上の手助けが必要な場合にはQRP Labs discusionフォーラムに投稿してください。 

 

2.部品リスト 

多くの部品はSMD（表面実装部品）が使われています。これらは工場において既に取り付けられており、

ｽﾙｰﾎｰﾙ部品だけを指示に従って取り付けていきます。部品ﾘｽﾄではSMD部品は紫色で表示されわかるよう

になっています。 

 

R5,R6,R8,R9     100Ω(4個) SMD 

R41      150Ω  SMD 

R50      270Ω  SMD 

R48 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板    560Ω  SMD 

R3,4,19,26,37,45,49,54,55,62,63 R45ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板1kΩ(11個) SMD 

R42      1.2kΩ  SMD 

R12,13,15,16,20,22,23,25,44,53,56,59,65 

R44 ｺﾝﾄﾛｰﾙ基板 R65 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板  3.3kΩ(13個) SMD 

R61      3.9kΩ  SMD 

R18      4.3kΩ  SMD 

R11      5.1kΩ  SMD 

R1,2,7,10,14,21,34,36,39,40,46,51,52,57,58,64  10kΩ(16個) SMD 

R28,29      33kΩ(2個) SMD 

http://qrp-labs.com/qcxmini
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R30,31      47kΩ(2個) SMD 

R38,43,60,100 R100 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板  120kΩ(4個) SMD 

R35      750kΩ  SMD 

R27      500Ω多回転ﾄﾘﾏｰ 

R17,24      50kΩ多回転ﾄﾘﾏｰ(2個) 

R36 ｺﾝﾄﾛｰﾙ基板     5kΩ対数ﾎﾞﾘｭｰﾑ 

R47 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板    22kΩﾄﾘﾏｰ 

 

コンデンサ  

C14,16,18,23,33     1nF   SMD 

C19,20      2.2nF   SMD 

C53      3.3nF   SMD 

C4,7,10,42     10nF   SMD 

C15      33nF   SMD 

C17      39nF   SMD 

C9      47nF “473” 

C13      47nF  SMD 

C12,29      0.1uF “104” 

C2,3,6,32,34-36,39-41,48-50,52   0.1uF   SMD  

C11,43-46     0.47uF “474”(5個) 

C21,22      1uF   “105”(2個) 

C31,100 C100 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板   2.2uF  SMD 

C37,38,51        10uF 電解 (3個) 

C24,47      470uF 電解 

C1 ｾﾗﾐｯｸﾄﾘﾏｰ     30pF 

 

ﾊﾞﾝﾄﾞ依存ｷｬﾊﾟｼﾀ （50V、5% C0GまたはNP0ﾀｲﾌﾟ） 

 

８０ｍ 

C5      39pF “390” 

C8      22pF “220” 

C30      180pF “181” 

C27,28      470pF(2個)”471” 

C25,26      1200pF(2個)”122” 

 

６０ｍ 

C5      39pF “390” 

C8      22pF “220” 

C30 C30は2個を並列で使用   30pF “300” 

C30      56pF “560” 
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C27,28      680pF(2個) “681” 

C25,26      1200pF(2個) “122” 

４０ｍ （C8は使用しない） 

C5      39pF “390” 

C30      56pF “560” 

C27,28      270pF(2個) “271” 

C25,26      680pF(2個) “681” 

 

３０ｍ （C8が使用しない）  

C5      22pF “220” 

C30      30pF “300” 

C27,28      270pF(2個) “271” 

C25,26      560pF(2個) “561” 

 

２０ｍ （C5とC8は使用しない） 

C30      30pF “300” 

C27,28      180pF(2個) “181” 

C25,26      390pF(2個) “391” 

 

１７ｍ （C5とC8は使用しない） 

C30      30pF “300” 

C27,28      100pF(2個) “101” 

C25,26      270pF(2個) “271” 

 

 

半導体 

D1,2,4,5,6       SMD 

D3      1N5819 

IC1      Si5351A 10ﾋﾟﾝMSOP SMD 

IC2      Atmega328P 28ﾋﾟﾝﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 

IC3      74ACT00N  SMD 

IC4      FST3253  SMD 

IC5      LM4562  SMD 

IC6-10      OPA2277  SMD 

IC11      LM1117-05 SMD 

Q4,5,7,100 Q100 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板   BSS123  SMD 

Q1-3      BS170 TO92 MOSFET (3個) 

Q6      MPS751 TO92 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ-  

 

インダクター 
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L4      T37-2 赤 巻き数はﾊﾞﾝﾄﾞ依存 

T1      T50-2 赤 巻き数はﾊﾞﾝﾄﾞ依存 

L5,6      47uH   SMD 

 

ﾊﾞﾝﾄﾞ依存ｲﾝﾀﾞｸﾀ 

８０ｍ 

L1,3  T37-2赤 25回巻き   2.4uH(2個) 

L2 T37-2赤 27回巻き   3.0uH 

L4 T37-2赤 24回巻き   2.3uH  

T1 T50-2赤 5+5+5+68回巻き     

 

６０ｍ 

L1,3  T37-2赤 23回巻き   2.1uH(2個) 

L2 T37-2赤 24回巻き   2.3uH 

L4 T37-2赤 24回巻き   2.3uH  

T1 T50-2赤 5+5+5+46回巻き     

 

４０ｍ 

L1,3  T37-6黄 21回巻き   1.4uH(2個) 

L2 T37-6黄 24回巻き   1.7uH 

L4 T37-2赤 16回巻き   1.0uH  

T1 T50-2赤 5+5+5+38回巻き     

 

３０ｍ 

L1,3  T37-6黄 19回巻き   1.1uH(2個) 

L2 T37-6黄 20回巻き   1.3uH 

L4 T37-2赤 14回巻き   0.78uH  

T1 T50-2赤 4+4+4+30回巻き  

 

２０ｍ 

L1,3  T37-6黄 16回巻き   0.77uH(2個) 

L2 T37-6黄 17回巻き   0.90uH 

L4 T37-2赤 10回巻き   0.40uH  

T1 T50-2赤 3+3+3+30回巻き  

 

１７ｍ 

L1,3  T37-6黄 13回巻き   0.55uH(2個) 

L2 T37-6黄 15回巻き   0.67uH 

L4 T37-2赤 9回巻き   0.32uH  

T1 T50-2赤 3+3+3+22回巻き  
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その他 

2×3ﾋﾟﾝ      雄ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞ 

2.1mm DC電源ｺﾈｸﾀ    基板取り付け型 

3.5mmｽﾃﾚｵ     (4個) 

BNC      基板取り付けBNCｺﾈｸﾀ 

2×5ﾋﾟﾝ      雌ﾋﾟﾝｿｹｯﾄ 

2×5ﾋﾟﾝ      雄ﾋﾟﾝｿｹｯﾄ 

S2,3      6×6mm押すとonになるﾎﾞﾀﾝ(2個) 

SW1      押しﾎﾞﾀﾝ付きﾛｰﾀﾘｰｴﾝｺｰﾀﾞｰ 

16×2 LCD     HD44780LCD1620 黄緑ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 

XTAL1      20MHz HC49/4H 水晶発振子 

XTAL2      27MHz HC49/4H 水晶発振子 

PCB ﾒｲﾝ基板      

PCB  ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ基板 

六角ｽﾍﾟｰｻｰ M3 7mm    ﾅｲﾛﾝ  (4個) 

ﾋﾞｽ  M3 6mm    ﾅｲﾛﾝ  (4個) 

ﾉﾌﾞ  ﾛｰﾀﾘｰｴﾝｺｰﾀﾞｰとR36に適合するもの  (2個) 

線材 0.33mmφ 200cm  

ﾋﾞｽ   M3 10mm   鉄 (1個) 

ﾅｯﾄ  M3    鉄 （1個） 

ﾜｯｼｬｰ  M3 直径12mm   鉄 （1個） 

六角ｽﾍﾟｰｻｰ M3 11mm   ﾅｲﾛﾝ  （5個 

ﾋﾞｽ  M3 6mm    ﾅｲﾛﾝ （10個） 

ﾋﾞｽ  M3 6mm    ﾅｲﾛﾝか鉄（2個） 

ﾅｯﾄ  M3    ﾅｲﾛﾝか鉄（2個）    

    

 

3. 組み立て 一般的なガイドライン 

このｷｯﾄの組み立てはまったく率直（straightforward）です。 

しかし、とてもたくさんのｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ（部品）があります。 

従って、どうぞ、部品を整然とﾄﾚｲまたはいくつかの便利な収納箱にまとめておき、混同しないように

注意してください。 

普段のキット組み立ての仕方があてはまります：明るいエリアで、落ち着きと静寂により集中して、作

業してください。 

IC(ﾁｯﾌﾟ)とｷｯﾄの中の他の半導体のいくつかは静電気の放電に敏感です。 

従って、静電放電(ESD)対応を心がけてください。 

そして、私は再びそれを繰り返して言います：手順に従ってください！！ 
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手順なしでそれを行い、ﾋｰﾛｰになろうとしないでください！ 

 

宝石商のﾙｰﾍﾟは、本当に、小さいｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄとはんだ付けされた接続を検査することに有益です。 

またよく先端の尖ったﾊﾝﾀﾞごてが必要でしょう。 

まさに、はんだ付けした後に、拡大鏡または宝石商のﾙｰﾍﾟ(私

が使っているような)によってすべての接続を検査する習慣

をつけることはよいと思います。 

こうすることで、容易にどのような不完全な接続やﾊﾝﾀﾞﾌﾞﾘ

ｯｼﾞを、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを確認することにより、それらが後で問題

になる前に識別することができます。 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ（部品）をはんだ付けする前に、すべてのｺﾝﾎﾟｰ

ﾈﾝﾄの価と位置を３回ﾁｪｯｸしてください！ 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄのリード線を間違った穴に入れることは容易な

ので、再びﾁｪｯｸし、ﾁｪｯｸし、ﾁｪｯｸしてください！ 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄのﾊﾝﾀﾞ付けを外したり、交換することは難しいので、それらをはじめから正しく組み入れる

ことはずっとよいことです。 

誤りの場合に、可能な限り早く(不正確なｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄをはんだ付けしたすぐ後に)どんな誤りでも見つけて、

修正することはいつも最もよいことです。 

再び思い出してください： 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄを取り去り、後でそれを再ｲﾝｽﾄｰﾙすることはしばしば非常に難しい！ 

 

どうぞ、下のﾚｲｱｳﾄ図とPCBﾄﾗｯｸ図を参照し、慎重にｽﾃｯﾌﾟ毎に進めてください。 

組み立てｽﾃｯﾌﾟは最も小さいものから大きいｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄの順にするとよいでしょう。 

私は半導体、ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ、抵抗器、そして最後にすべての他(一般により大きい)ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄの順に行って

います。 

１つのｽﾃｰｼﾞ毎に組み立てﾃｽﾄするということは、たぶん全く不要で複雑だと思います。私は全てのも

のをｲﾝｽﾄｰﾙして、電源を入れる方法を勧めます。 

標準のQRPﾗﾎﾞ慣例に従って、ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞなどのために後でそれを交換することを望む場合に、

ATmega328Pﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗは28ピンDIPｿｹｯﾄを使っています。 

このｷｯﾄの多くのｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄは表面実装ﾊﾟｯｹｰｼﾞ（SMD）のものを使っています。それらは予めPCBに実装

されています。その他の全ての部品はすべてｽﾙｰﾎｰﾙﾊﾟｯｹｰｼﾞであり、特に指示のない場合にはそのすべ

てはPCBの上面ﾞにﾊﾝﾀﾞ付けでｲﾝｽﾄｰﾙされます。 

上質なﾊﾝﾀﾞごてを使ってください。最良の結果のために、最良のﾊﾝﾀﾞをお勧めします。 
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ハンス G0UPLからの特別な注意 ヒント  

QCXミニキットは非常にコンパクトです。 

これをオプションのケースに組み込むするつもりならば、それは他の多くのQRPラボキットより高い

精度を必要としています。それはより難しくありません。ただ少しの注意を必要としています。 

組み立てにわたって次の時点に慎重な注意を払ってください。 

 

1. ボード検査 

SMD組み立てラインでも完全でなく、誤りが起こることがあります。宝石商のルーペまたは他の光学

式の拡大鏡によって組み立てを開始する前に、私は慎重な目視検査を推奨します。 

ICピンの間にハンダブリッジがないかを捜してください。ショートを起こすかもしれないハンダ屑な

どはないかよく見てください。 

 

2. ハンダ付け 

QCXミニキットの中に、両側にSMDコンポーネント取り付けられたPCBのがあります。スルーホールコ

ンポーネントのリード線をハンダ付けする時に、しばしば、非常に近くのSMDコンポーネントに近いジ

ョイントをはんだ付けをすることがあります。この場合に、ジョイントに近づいてそれを熱するとき、

SMD部品まで取り去ってしまうのを避けるよう、SMDコンポーネントの逆方向からジョイントに触れるよ

うにし、PCBにハンダごてを当てる向きを考慮してください。 

下の写真の中で、SMDコンデンサーC4は非常にはんだ付けされている部品のリード線に近いです。； 

私はSMDコンポーネントから離れた右側からジョイントに近づき、首尾よく、C4近くでどこにも触れず

にジョイントをはんだ付けしました。 

私のハンダごて先は太さ3mmのノミのようになったこて先（Cﾀｲﾌﾟ）で首尾よくこのPCBを組み立てま

した。 

 

3. 間違えへの対応 
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間違いをしてしまい、どこかでﾊﾝﾀﾞﾌﾞﾘｯｼﾞが起きてしまった場合には、ﾊﾝﾀﾞ吸い取り編組(別名ソル

ダーウィック)は本当にこれをきれいに取り去るのに有用です。ワークショップにこれのいくつかを持

っていると役立ちます。 

ﾊﾝﾀﾞ吸い取り編組を全然持っていないならば、古い同軸ケーブルの断片またはシールドケーブルをま

ずフラックスに浸けてから使えばよいでしょう。 

 

4. コンポーネントリード線の切り取り 

このキットにおいてはすべてのコンポーネントリード線の裁ち落しをしなければなりません！ 

ワイヤーカッターでそれを行い、部屋の中のど

こかへその切れ端が飛んでしまい、そして更に、

あなたの奥さんがカーペットの中に入り込ん

でいたそれを見つけ、ましてや奥さんが足の裏

でそれを踏んでしまい大騒ぎになるなど・・・ 

さらに、一晩中起きている赤ん坊がどこに行く

かも知れない・・・そして、どうして、誰がと

思うような赤ん坊のおしめの中に2cmのリード

線の切れ端は入っていたら、快適であるはずが

ありません。まったく・・・。 

 そうです。カットするのはおもしろい。しか

し、組み立ての時にはリード線の端は切り取らなくてはなりません。特に後の組み立てで行うLCDモジ

ュールをディスプレイボードと接続するときや、コントロール部品をコントロールボードと接続するた

めときには重要です。 

でも、どうぞ、これを読み、安全にそれらの裁ち落しを行方不明にしないようにしてください。 

 

5. 精度 

私は十分にこれを強調することができません： 

このボードはコンパクトで、オプションのケースに入れるための余裕はほんのわずかしかありません。 

以下は必須です： 

・一般に、PCBにおける穴は対応した部品のリード線/ピンより大きい。各部品の中心や四隅を動かせる

範囲で位置合わせをしてください。 

・すべてのコネクタとコントロールは、同一平面にPCBに設置される必要があり、四隅をPCBに順応させ、

正確に、対応したアセンブリマニュアルステップの中で説明されるように取り付けてください。 

・多くの場合に、mm以下のわずかな高さでも、ボードを適切に組み合わせなくなることがあるので、イ

ンストールされるすべてのコンポーネントに要求されるのは電解のコンデンサーやトリマー抵抗器な

どはPCBの上に完全に密着させて取り付けます。 

慎重で、正確にすべてのアセンブリステップに従ってください。特にトリマー電位差計の足を切り離す

ことや部品の向きなどほんの小さな説明に、特別な注意を払ってください。 
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以下の図はQCXミニキットのメインPCBとディスプレイのPCBのレイアウトとトラックを示しています。

（赤track = top側、青色のtrack = bottom側）； 

(隠れたレイヤーはありません) 
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PCBトラックと回路(図表)図は先のページに示されます。 

青で表示されたトラックは底のレイヤーの上にあります。赤で表示されたトラックは上のレイヤー上に

あります。2つのレイヤーだけです。(中間には何も隠されていません) 広いグラウンドプレーンは基

板の両面にありますがこの図においては示されません。 

事実上、赤または青トラックではない両方のレイヤー上のすべてはグラウンドプレーンです！ 

2つのグラウンドプレーンはそこかしこで(せいぜい0.1インチ)VIASによって接続されています。 

これは、私が、以前に行った1900MHz以上を扱うquad-band GSM機器のためのレイアウトであり、HF 

transceiver…においては過剰対応ですが、できるのならば使わない手はありません！ 

私は、あまりにも多くのﾗｲﾝﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞやﾃﾞｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞが行われている、またｼｰﾙﾄﾞが使われていると言った

ものでした。ﾗｲﾝﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞやﾃﾞｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ、またｼｰﾙﾄﾞをすることは、自作プロジェクトやキットに便利に

にあてはまるわけではありません。 

キットにおいては、お金とPCBエリア(広くなれば金額も増します)両方において、すべてのデカップリ

ング・コンデンサはコストがかかります。ｼｰﾙﾄﾞをすることはいっそうより難しく、高価です。 

従って、ｼｰﾙﾄﾞとﾃﾞｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞは必要な所だけに適用されるべきです！ 

しかし、グラウンドプレーンは別の話でする。それは費用がかからず欠点がありません。なぜ使わない

のでしょう。もっと使うべきです。 

 

メインPCBの上のすべてのコンポーネントはPCBのトップ(コンポーネント側)に取り付けられて、PCBの

底(ハンダ側)でハンダ付けされます。ディスプレイPCBにおいて、2x5ピンヘッダーコネクタは裏面でイ

ンストールすることになりますが、これは非常に慎重にアセンブリマニュアルのステップを参照してく

ださい。 

 

集積回路をインストールする時に注意してください。 

すべてのスルーホール集積回路はメーカーによって、少し広く曲がったピンの状態で供給されます。 

ATmega328Pマイクロコントローラの場合に、28ピンICソケットをPCBの穴に納まらせるために、ピン

の列を一緒に慎重に少し曲げる必要があります。 

 

バンド固有のロー・パス・フィルター(LPF)部品は別個のLPFキット袋で供給されます。 

 

いくつかのバンドの組み立てでは、キットの中で供給されたコンデンサーのすべてが使われるわけで

はありません。完成した時少しのコンポーネントが残っていても心配しないでください！  

 

L1-3のｲﾝﾀﾞｸﾀはLPFキット袋の中で供給されたエナメル塗装された銅線で巻いてください。 

その他のｲﾝﾀﾞｸﾀ(L4と変圧器T1)はメインキット袋の中で供給されたワイヤを使って巻いてください。 

アセンブリ手順のすべてのステップのレイアウト図のコード化しているコンポーネント色は次の通り

(種類:コンポーネント取り付けたもの、現在、およびこれから取り付けるもの)です： 

 ・灰色に影をつけられたコンポーネントはすでに取り付けられています。 

・赤く影をつけられたコンポーネントは現在のアセンブリステップにインストールされている

ものです。 

・白く影をつけられたコンポーネントは、まだインストールされていないものです。 
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以下の写真は最終組立を示します。  

キットを組み立てる時にこれらの写真を心に留めておくと、部品がどのようにキットに適合しているか

の参考になるでしょう。また、アセンブリエラーを避けるのに役立つと思います。 

メイン基板 

 

ディスプレー基板 

 

コントロールボード
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キットには2つのPCBパネルが供給されており、それぞれは別個の静電気防止zipロックバッグにパッケ

ージされています。メインPCBは両側にSMDコンポーネントはんだ付けされています；どのコンポーネン

トも外れてしまうのを避けるために、注意してそれを扱ってください。ディスプレイPCBにもいくつか

のSMDコンポーネントが取り付けられています。 

 

ディスプレイPCBパネルは切り取りをするエリアを持っています(それは、設計の中で使われる追加の基

板を作成するためのものです)。これらの追加の基板はドリル穴の線に沿ってディスプレイPCBから切り

取れます。 

 

2x4ピンヘッダーコネクタを使って、「コントロールPCB」はメインPCBと接続し、六角形のスペーサー

とねじによって固定されます。このボードは2つの押しボタン式スイッチと同様に利得制御と回転式の

エンコーダを保持します。 

コントロールPCBはメインボードと関連してディスプレイPCBより少し高くする必要があります。これに

は、2つの小さいスペーサーPCBと2x4ピンヘッダーが納まるPCBを使います。これらはディスプレイPCB

の高さの上の1.6mm(標準の4FR PCBの厚さ)を持ち上げ、六角形のスペーサーで納めます。 

 

uSDX PCBは、メインPCBにインストールすることができて、uSDX SSB SDRトランシーバーにQCXminiを容

易な改造するために提供される小さい補助基板（daughtercard）です。このPCBのための部品は供給さ

れません。改造はuSDXグループhttps://groups.io/g/ucxによってサポートされて、QRPラボからのテク

ニカル・サポートは全然ありません。uSDXを試すことを望む実験者のためにこの改造を補助するように、

daughtercardは供給されたものです。 
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PCBs は 1 つ以上のエッジに沿って 1 つの素材

の余分な破片がついたまま供給されるかもし

れません。これは、より大きい FR4 パネルの

上にいくつもの PCBs を並べて製造する際に

使われます。もし、このような余分な部分があ

ったら、そーっと穏やかに、ボードの余分な破

片を切り取ってください。 

 

より大きいパネルから切り離された部分が

ギザギザで荒れているなら、穏やかに PCB

エッジをやすりで削り落とすことはまた重

要です。 
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３．１ その他の部品 

セクション2中のパーツリストを参照してください。 

以下の写真は、コンポーネント識別の助けになると思います。いくつかの部品は写真から除外していま

す。完全な部品確認のためには、パーツリストを参照してください。忘れずにバンド固有のコンポーネ

ントをチェックしてください。 

メインのキットバッグの中にはいくつかのより小さいクリアなプラスチック製のzipロックバッグが含

れています。コンポーネントは明白な規則または理由ではなく違うバッグに分散されていることを覚え

ておいてください。 
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３．２ T１を巻いて取り付ける 

さて、私達はアセンブリの唯一の本当にトリッキー

な段階に来ました。(それは受信入力トランスT1です)。

慎重にこれからの手順に従ってください。一歩一歩行

くならば、それはトリッキーであるけれどもまったく

実現可能です。 

これは第１段階です。なぜなら、近くに他の部品が

取り付けられていないところに取り付ける方が容易だ

からです。 

最終的には、写真(右、40mのバージョンを示します)

のように取り付けられたトランスができているはずで

す。 

このトランスは４つの巻線を持っています。3つの同一の短い巻線と1つの長い巻線です。従って、8

つのワイヤ端があります(それはすべて、適切にエナメルを取り去って、PCBの上正しい穴にはんだ付け

されなければなりません)。 

ここに、PCBの上の、両方ともレイアウト図における、そして回路(図表)図における巻線、ワイヤエ

ンディング、および穴のそれぞれを示す2つの図があります。 

それは、どのワイヤが行かなければならないかを図表で説明するのに役立っているはずです。 

 

以下のページに、またT1の作り方と組み込み方をよくわかるように説明したエドWA4MZS(感謝エド！)

による手書きの図があります。 

T1の上の4つの巻線はすべて同じ「巻き方向」でなくてはなりません。トロイドを巻くには2つの方法

があります。左手巻きとか右手巻きと呼ぶかもしれません；時計回りと逆時計回りです； 

ワイヤがトロイドの中を上から下に通るか、下から上に通るかです。たとえ、それを何と呼ぶにして

も、すべての4つの巻線は、同じ向きで、Quadratureサンプリング検出器が正しく動作するようにする

必要があります。 

(技術的には、第2巻き線の1と第2巻き線の2は、同じ向きである必要があります。しかし、まさに同

じ方法ですべてを巻くことはより簡単です)。 
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各巻き数は、キットを組み立てるバンドに依存します。以下のテーブルを参照してください。 

便宜上、このセクションの中の手順の記載は40mバンドのデータ(38回+ 5 + 5 + 5回転)を用います。 

しかし、あなたはご自身の製作するバンドの巻き数で巻いてください！ 

バンド Priの巻き数 Sec１の巻き数 Sec２の巻き数 Sec３の巻き数 

８０ｍ ５ ５ ５ ６８ 

６０ｍ ５ ５ ５ ４６ 

４０ｍ ５ ５ ５ ３８ 

３０ｍ ４ ４ ４ ３０ 

２０ｍ ３ ３ ３ ３０ 

１７ｍ ３ ３ ３ ２２ 

 

80mと60mのバージョンについての注意： 

トロイドリングは、この巻き数を重なることなく巻くには十分な大きさがありません。 

Sec３の多い巻き数は巻き終わりには重なりによって乱雑であるように見えてしまうでしょう。どの

ようなオーバーラップ巻きでもそのセクションの中で等しい間隔で巻くようにします。！ 

重ならないように巻くことはできないので、重なってもそれぞれのセクションがきちんとまとまるよ

う残っている巻き数を巻いてください。ちょっと、乱雑な重なり巻きとなりますが、それについて心配

しないでください：ともかく、すべては見事に働くでしょう。 

 

60/80mバージョンのT1を巻くために提案された修正された方法があります。(これにより容易に負け

るかもしれません)； 

 http://www.qrp-labs.com/qcx/qcxmods.html#80m を見てください。 

 

http://www.qrp-labs.com/qcx/qcxmods.html#80m
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この場合に、１つの長い2次巻線と3つの他の短い同一の巻線があります。物事をより容易にするため

に、1つの作業によって一緒にすべての巻線を巻き、それぞれのセクションが同じ「巻き方」なるよう

にしたいと思います。巻線の間の意図した切断によって、ワイヤの大きいコイルからそれぞれの正しい

穴に行くワイヤを確かめながら1つずつ後で切ることができます。 

下にリストされたたくさんのステップがありますが、その手順を書くよりも、実際、やってみる方が

わかりやすいと思います。一歩一歩辛抱強くそれを進めてください： 

1) 親指と指の間でトロイドを持って、上から下へとワイヤを通して最初の一巻きをねじってくだ

さい。約3cmのワイヤの端を残しておいてください。 

2) 巻線をきつく、均一にして、センター穴を通して１回ごとにワイヤを緩まないようにしてくだ

さい。ワイヤの巻きが重ならず、きちんと並ぶようにします。 

3)  巻いている時には、親指と指の間でトロイドをつかんでください。 

 

4) 30回の巻いたら、31番目を巻くために穴にワイヤを通過させてください。けれども、堅くそれ

を引かずに、30番目と31番目の間にワイヤの大きいループを残してください。 

5) 親指と指の間でトロイドを強くつかんでください。そしてもう一方の手でループをよじります。

そしてトロイドの隣にきつく、次の巻き線を巻いていきます。 

6) 示されるように、結果は30回の回転の後にワイヤループです。 
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7) あと2つのループのためにも同じことをしてください(それはそれぞれ33番目と34番目の回転と

36番目と37番目の回転の間にあります)。巻き数は忘れがちです。容易な方法は、６ステップの

後、ワイヤーが穴を３回通ったらループを作り、同様にもう３回通ったらループを作る方法で

す。最後にもう３回巻けば３９回巻いたことになります。巻線がしっかり３９回であることを

確認して、確認できたら端を３ｃｍほど残して切ってください。 

8) 説明をわかりやすくするために、これからのステップは実際と異なりますが空のPCB上に変圧器

を組み込むのを示します。図における穴1に巻き線の(ステップ1からの)の巻き始めを取り付け

ます。穴6には巻き終わりの（ステップ7からの）ワイヤを取り付けます。 

9) 残っているワイヤを扱うとき、トロイドを適所に保持するために、ボードの下でこれらの2つの

ワイヤをねじってください。 

 

10) さあ、3番目のループ(巻き線の作業の一番最後に近いループ)を切り、トロイドボディの近くで

作ってあるねじりを解きます。 

11) ループを切ったことにより、2つのワイヤができました。これらの1つはトロイドの上から来て

いて、トロイドを3回巻いて穴6に繋がっている線であることを確認することができます。従っ

て、このワイヤを穴5に挿入してください。もう一度確認してください：一端を穴6に挿入し、

一端は穴5に挿入する状態で現在、3ターン巻き(Secondary1)を作っています。 

もう一方のワイヤはトロイドの下から上がって来ています。このワイヤを押し戻し、トロイド

のセンター穴の方に抜きます。そして、穴4に通してしてください。基板の下で、仮に固定する

ために２本のワイヤの捩っておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12) 次は2番目のループを切り、トロイドボディの近くのねじりを戻しておきます。 

13) ステップ11と同様に作業します；トロイドの上から来たワイヤは、3回巻きです。ステップ11で

取り付けた穴4に繋がっています。このワイヤを穴3に挿入します。トロイドの下から来たもう

一方のワイヤ端はトロイドを少し持ち上げてトロイドのセンター穴に戻します。そのワイヤを

穴8に挿入してください。これで、穴3と4の間に3回巻きの「Primary」ができたことになります。
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仮に固定するため再び基板の下で２つの新しいをワイヤを捩っておいてください。 

 

 

 

14) 最終的に、最初に作成したループを切り、ねじりを戻しておきます。(これは、20mバンドの場合、

30番目と31番目のターンの間にあるターンです)。穴7にトロイドの上から来たワイヤを挿入しま

す。このセクションは3ターンの巻き数です(穴7と8の間で「Secondary2」を作ります)。 

15) ループを切った時に、最後のワイヤはトロイドの下から来ました；このワイヤは30ターンの巻き

線「Secondary3」の一方のの端であるので、それを穴2に挿入してください。それはすでに穴2と

近く、前段階の中でしたように、トロイドの下にそれを押し戻す必要はありません。 

状況を確認するために一息入れてください。T1の4つの巻線を識別し、3ターン巻線の各終わり

が正しい穴に接続されていることを確認するために、写真の中のようにきちんと一緒にそれら

を押し付けます。 

16) PCBの下には、3組のねじられたワイヤと1ペア(最後をインストールした)のねじりのない線があ

ることになります。 

 

17) さて、これでPCBの下で8箇所の接続をはんだ付けすることができます。私は、1度に1組のワイヤ

をハンダ付けするように勧めます；こうすることで、他のワイヤが適所にトロイドを保持し、落下す

るのを防止してくれます。2つのねじられなかったワイヤで始めてください。 

堅く各ワイヤを引き、基板に対して45度にそれを曲げて、PCB表面から1-2mm離れてそれを切断してく

ださい。曲げることで、ワイヤが落下することを防止します。さあ、ワイヤをはんだ付けしてくださ

い。 

10秒ほどの間ジョイントにハンダごてを当ててください。そうすることで、エナメル絶縁体が燃え尽

きることを可能にします。 

すべての8つの接続点がはんだ付けされるまで、すべての他のワイヤのハンダ付けを(1度に1ペア)繰
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り返してください。 

DVMを持っているならば、各巻き線をDC導通(0オームの抵抗)であることをチェックしてください。も

し導通がないなら、それは問題です。 

a) エナメル絶縁体を適切にこすり落としていないか、焼失していないので、電気的なの接続がない

可能性。  

b) ワイヤを間違った穴に接続している可能性 

c) PCBのどのパッドが1-8というラベルを貼られるかを識別しなかったので、あなたの予想が誤って

いる。 

18) 写真(18)は最終的な組み立てを終えた状態のトロイドを示します。 
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３．３ IC2ソケット組み込み 

TCXO PCBのためにより多くのスペースを作るために、ボードのトップに上にそれを押してください。 

IC2のために28ピンICソケットを取り付けてください。 

ソケットの上のえくぼをPCBシルクスクリーンの上のえくぼとマッチさせるように、注意してくださ

い。正しい向きのマイクロコントローラを挿入することは重要です。PCBシルクスクリーン、ソケット、

および実際のICの上のえくぼを揃えることは、混乱と潜在的なエラーを避ける最もよい方法です。 

ピンはPCB穴の直径より小さいので、ソケットがどこに置かれるかによって、いくらかの余裕ありま

す。PCBの上端に、可能な限り遠く(図のように)ソケットを取り付けるようにしてください。パドルと

イヤホーンのコネクタのために十分なスペースを作成するために、これは必要です。そして、オプショ

ンで取り付けるTCXOドーターボードPCBとuSDXドーターボードPCBsのために十分なスペースを作成する

ためのものです。 

私は、各対角線(例えばピン1と15)で1本のピンをはんだ付けするように勧めます。 

その時、ICソケットが堅くPCBに設置されることをチェックし、容易にどのような問題でも訂正するこ

とができます。すべてのピンがはんだ付けされてしまったら、不可能でないとしても、取り外すことは

難しくなるでしょう。ソケットの位置が良ければ、他の26本のピンをはんだ付けすることを続行してく

ださい。 
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３．４ 100nF(0.1uF,”104”)ｺﾝﾃﾞﾝｻを組み込む 

16個の 100nF(0.1uF)コンデンサーがあり、これらは「104」というコードが記載されています。拡大

鏡または宝石商のルーペを使って、正しいコンデンサーを必ず識別してください。これらのコンデンサ

ーはC12、とC29、です。 

基板上の正しい位置にそれぞれを置き、それらが動かないように、わずかに、30度の角度で穴を通した

リード線を外へ曲げてください。そして、リード線をはんだ付けし、ワイヤーカッターによって余分な

ワイヤを切ってください。 

コンデンサーのまわりがどのようにインストールされるかは重要でありません。しかし、コンデンサ

ーラベルを同じ方向に向いているように取り付けるのは非常によいことです。例えば、すべての「104」

ラベルが、正面にまたは右(どちらでも、コンデンサーがPCBの上で適しているかに依存します)に面し

ているようにしてください。これにより、後でPCB組み立てを検査することがずっと容易になります。 

グラウンドプレーンと接続するワイヤをはんだ付けする場合は特に注意を払ってください。

Thermals(グラウンドパッドは、熱を逃げにくくしてハンダ付けを容易にするため、グランドプレーン

と繋がっているのではなく、４つの小さな片でグランドプレーンと接続されています)にもかかわらず、

放熱はまだ多くあるので、よい接合をすることはより難しいかもしれません。 
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３．５ 全ての0.47uＦ“474”ｺﾝﾃﾞﾝｻを組み込む 

0.47uFのコンデンサーは「474」というラベルを貼られて、コンデンサーC11、C43、C44、C45、およ

びC46です。 

 

 

３．６ 47nF、”473”コンデンサを取り付ける 

47nFのコンデンサーは「473」というラベルを貼られて、コンデンサーC9です。 
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３．７ ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰキットからC25とC26コンデンサを取り付ける 

これらのコンデンサーの値は選ばれたバンドに依存します。 

コンデンサーはメインキット袋とは別個のロー・パス・フィルターバッグの中にあります。 

バンドのために正しいコンデンサー値を見つけるために、以下のテーブルを参照してください： 

バンド 容量 ラベル 

８０ｍ １２００ｐF “１２２” 

６０ｍ １２００ｐF “１２２” 

４０ｍ ６８０ｐF “６８１” 

３０ｍ ５６０ｐF “５６１” 

２０ｍ ３９０ｐF “３９１” 

１７ｍ ２７０ｐF “２７１” 
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３．８ ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰキットの袋からC27とC28を取り付ける 

これらのコンデンサーの値は、選ばれたバンドに依存します メインキット袋とは別個のローパスフィ

ルタバッグの中にあります。バンドによる正しいコンデンサー値を見つけるために、以下のテーブルを

参照してください： 

 

バンド 容量 ラベル 

８０ｍ ４７０ｐF “４７１” 

６０ｍ ６８０ｐF “６８１” 

４０ｍ ２７０ｐF “２７１” 

３０ｍ ２７０ｐF “２７１” 

２０ｍ １８０ｐF “１８１” 

１７ｍ １００ｐF “１０１” 
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３．９ C30 コンデンサを取り付ける 

このコンデンサーはバンドにより容量が決まります。 

キットはすべてのバンドのために必要とされている容量のコンデンサーを含んでいます。 

バンドに適切なものをインストールしてください。バンドのために正しいコンデンサー値を見つけるた

めに、以下のテーブルを参照してください： 

バンド 容量 ラベル 

８０ｍ １８０ｐF “１８１” 

６０ｍ ３０ｐF 

５６ｐF 

“３００” 

“５６０“ 

４０ｍ ５６ｐF “５６０” 

３０ｍ ３０ｐF “３００” 

２０ｍ ３０ｐF “３００” 

１７ｍ ３０ｐF “３００” 

40mと80mのバージョンについての注意 それぞれの56pFと180pFのコンデンサーは、T37-2とT50-2トロ

イドによって別個の小さいバッグにパックされていることがあります。 

60mの重要な注意： 

60mのバンドのために、コンデンサーは、30pFと56pFのコンデンサーを並列に取り付けます。PCBの上に

は1つのコンポーネントポジションがあります。60m用には、コンデンサー(例えば56pF)を提供された部

品孔に取り付けて、PCBの裏側で同じパッドへもう一つの(例えば30pF)をはんだ付けする必要がありま

す。部品のリード線がショートしたり、はんだ付けされたパッドに触れないよう注意してください。 

80mの重要な注意： 

供給された180pFのコンデンサーは0.2インチ(5.08mm)ピン間隔を持っています。しかし、PCBの上の穴

の間隔は0.1インチ(2.5mm)です。 

PCB穴に適合させるために一緒により近く慎重にコンデンサーワイヤを押し付けることが必要です。 

 



QCX-mini  assembly Rev 1.05                            36 

３．１０ C5,C8コンデンサーを取り付け 

これらのコンデンサーはバンド依存です。 

それを必要とされている値に持って行くために、並列の静電容量をトリマーコンデンサーC1に追加しま

す。 

キットはすべて必要とされているコンデンサー値を含んでいます。バンドに適切なコンデンサー(s)を

取り付けてください。バンドのための正しいコンデンサー値(s)を見つけるために、以下のテーブルを

参照してください。 

「NONE」はテーブルの中に示されていたら、対応したコンデンサーを取り付けないでください。 

バンド C5容量 C5ラベル C8容量 CBラベル 

８０ｍ ３９ｐF “３９０” ２２ｐF “２２０” 

６０ｍ ３９ｐF “３９０” ２２ｐ “２２０” 

４０ｍ ３９ｐF “３９０” NONE  

３０ｍ ２２ｐF “２２０” NONE  

２０ｍ NONE  NONE  

１７ｍ NONE  NONE  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



QCX-mini  assembly Rev 1.05                            37 

３．１１ 1uF、“105”コンデンサ C21,C22を取り付ける 

1μFのコンデンサーは「105」というラベルを貼られて、C21とC22です。 
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３．１２ １N5819ダイオードの取り付け 

このダイオードD3は黒いボディと白い縞を持つより大きいダイオードです。これは垂直に取り付けま

す。ダイオードの白い線がPCBに表示してある白い線と合致するよう向きをしっかり確かめてください。 

このダイオードは電源の逆接続からラジオを保護します。電源を間違った方法で基板に接続しても、

それを破壊しないようにします。順方向の電圧低下が普通のダイオードより少ないので、ショットキー

ダイオードが使われます。しかし、送信の際、このダイオードを通る電圧低下は400mVに及んでいるか

もしれません。電圧におけるこの低下はわずかに出力を減少させます。 

そして、最後の数ミリワットを絞り出すことを欲し、自身を信頼して電源を逆接続しないならば、D3

の代わりにジャンパーワイヤを取り付ければ、あなたはもう少しより高いRF出力を得るでしょう。 
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３．１３ ２０MHｚ水晶発振子を取り付ける 

このクリスタルの彫版は「20.000」です。 
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３．１４ ２７MHｚ水晶発振子またはオプションのTCXOを取り付ける 

27MHzのクリスタルを取り付ける場合には、クリスタルの彫版は「27.000」です。 

また、25MHzTCXOを取り付ける場合はこの図はパスをしてください。後に説明があります。 

 

TCXOモジュールをインストールする場合： 

これは、27MHzのクリスタルがあったであろう同じポジションにインストールされます。 

TCXOのポジションを示しているPCBの上に長方形があります： 
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TCXOモジュールは次のように取り付けます 

適当なヤスリを見つけてください TCXOの端を平らにします。 

 

示された穴の中にリード線の裁ち落しをハンダ付

けし、ボードの下側の余分なワイヤを切り取って

ください。 

 

ワイヤの上に慎重にTCXOモジュールを置いてくだ

さい。モジュールは28ピンICソケットからできる

限り密着するように取り付けてください。 

 

28本のピンiCソケットに対してきつくしっかり

TCXOモジュールを付けて、パッドにワイヤをハン

ダ付けしてください。 

 

余分なワイヤを切り取ってください。TCXOボード

は片面基板で両面と繋ぐ穴がないので、パッドが

少し繊細なのです。慎重に行ってください。 
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注意 TCXOモジュールを使う場合には、基準周波数設定が、デフォルトである27,004,000MHzではなく、

25,000,000MHzであることに注意してください。 

これは下で初期のセットアップ手順においてさらに説明します。 

これは、QCXミニが25MHzの基準周波数(TCXOモジュール)でも、または27MHz(供給されたクリスタル)に

よっても動作することができます。どれをインストールしたかを設定において指定します。 

 

３．１５ 500Ω 多回転トリマーを取り付ける 

この24回転トリマー抵抗器はラベルに「501」と表示された小さい青い箱形のコンポーネントです。

それはR27です。トリマー抵抗器は、インストールの前に慎重に準備される必要があります。 

抵抗器は、それを、QCXミニPCBアセンブリをはめ込むには少し高さが大き過ぎる小さな出っ張りを持

っています。従って、ワイヤカッターを使ってこの突出部を切り離してください。 

 

この出っ張りに注意 

 

ワイヤーカッターを使って出っ

張りを取り除く 

 

高さを少し低くできました 

 

抵抗器の上のねじは、基板の下のエッジに近い向きになり、PCBシルクスクリーンとレイアウト図の

上のねじの表示と同じにします。それがしっかりと基板に着いていることを確認してください。 
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３．１６ 50kΩ 多回転トリマーを取り付ける 

2つの 50Kのマルチ回転トリマー、R17、お

よびR24があります。それらはラベルに

「'503'」と表示された青い箱形コンポーネ

ントです。 

このトリマーは先行セクションで説明さ

れたように、小さなプラスチックの出っ張り

をワイヤーカッターを使って事前に切り取

っておくことが必要です。 

 

 

抵抗器の上のねじはPCBシルクスクリーンとレイアウト図の上のねじとマッチしなければなりません。 
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３．１７ ４７０ｕＦコンデンサの取り付け 

キットの中に2つの 470μFのコンデンサーがあります。C24、 C47です。これらは極性のある電解コ

ンデンサーであり、正しい向きに取り付けなくてはなりません！ 

コンデンサーのマイナス側ワイヤはPCBシルクスクリーンとレイアウト図の上で固体の黒いバーによ

って示された穴に取り付けられなければなりません。プラス側ワイヤはPCBシルクスクリーンとレイア

ウト図の上で中空のバーと＋シンボルによって示された穴に取り付けられなければなりません。 

電解コンデンサーは足の長さが異なる形で供給されま

す。＋側がより長いワイヤであり、－側のワイヤは、より

短くなっています。(正しく写真を見てください) 

それらのコンデンサーはPCBと底の間に隙間がないようにPCBぴったり付くように取り付けられなけ

ればなりません。 
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３．１８ 30pF C1 トリマーの取り向きに、コンポーネントピンを挿入してください。 

小さいピンのはみ出している余分な部分はPCBの下側（はんだ側）で切り取ってください。それらは

数mmが突出しているだけですが、ケースに組み込む際には、アルミニウムの筐体に接触してしまうかも

知れません。 
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３．１９ MPS751 Q6 トランジスタの取り付け  

パッケージスタイルは他に類似してい

ますので、トランジスタのマークをよく

見て、正しくこれを識別するように注意

してください。 

PCB表面にトランジスタの平らな面が

しっかりと密着するように、トランジス

タの足を慎重に曲げてPCBの穴に挿入し

てください。 

レイアウト図における四角の中にトラ

ンジスタのボディは接合されます。(PCB

の上で見にくいのですが) トランジスタ

はPCBに穴と重ならないようにします。 
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３．２０ 全てのBS170 トランジスタを取り付ける 

キットの中の残っているトラ

ンジスタはBS170 MOSFETsであり、

それらは6つあります： 

Q1、Q2、Q3、Q4、Q5、およびQ7

です。 

Q1,Q2およびQ3は前のセクショ

ンと同様な手順で取りつけます。

PCBの穴に近いように、正しい位

置に手際よく取り付けるよう気

を付けてください。 

インストールの後に、供給され

た12mmスチール座金、10mm M3ス

チールねじを使ってください。 

示されるようにPCB表面の上で堅く平らなトランジスタの平らな辺を3Mのナット・ボルトで締めつけ

ます。(右写真を参照)。 

キットには10mmのねじと12mmのねじの両方が含まれているかもしれません。 

12mmのねじではなく、10mmのねじを使うことが必須です。(12mmでは高すぎます)。 
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３．２１ 2×3ピン インサーキットプログラミング ヘッダーを取り付ける 

この雄のピンヘッダーは、必要な時にファームウェアアップデートを行うためAVRプログラマーを接

続するために使われます。 

ピンの短い足の方をPCBに挿入してください。全部の足を一斉にハンダ付けするのではなく、最初に

一本のピンだけをハンダ付けし、ヘッダーがきちんとPCBに設置されていることをチェックしてくださ

い。 
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３．２２ 2×5ﾋﾟﾝのLCDヘッダーを取り付ける 

この雌のピンヘッダー(ソケット)はメインQCXminiPCBと、それに載せるディスプレイボードとを接続

します。最初に一本のピンをはんだ付けし、ヘッダーが、他の9をはんだ付けする前にきちんとPCBに設

置されていることをチェックしてください。 

LCDボードに取り付けられる雄のヘッダーコネクタではなく、2x5ピンの雌ピンヘッダ

ーコネクタ(右を見てください)を必ず取り付けてください。 

ソケットを可能な限りすなわちパドルコネクタから離れるように、基板の上側に近づ

くように取り付けます。(下の図における) これは、イヤホーンとパドルコネクタを取

り付けることが窮屈だからです。 
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３．２３ 2×4 ＵＩヘッダーを取り付ける 

この雌のピンヘッダー(ソケット)はメインQCXminiPCBとその上のコントロールボード

と接続します。 

最初に一本のピンをはんだ付けし、他の8をはんだ付けする前にヘッダーがきちんとPCB

に設置されていることをチェックしてください。 

 

 

 

３．２４ ﾄﾛｲﾄﾞを巻いてL4を取り付ける 

L4はタイプT37-2です。それは片面の上の赤いペイントの施してある小さいリングです。ワイヤがト

ロイドの中央の穴を通過するたびに、これは1回の巻き数としてカウントします。 

巻き数はキットのバンドに依存します 以下のテーブルを参照する 。 

インダクタンスの値は近似で、コアの中の巻き方とどれほど堅く巻き線を巻くかに依存するでしょう。

この場合に重大でないので、これらの巻き方については心配しないでください。 

バンド 容量 巻き数 

８０ｍ ２．３ｕＨ ２４ 

６０ｍ ２．３ｕＨ ２４ 

４０ｍ １．０ｕＨ １６ 

３０ｍ ０．７８ｕＨ １４ 

２０ｍ ０．４０ｕＨ １０ 

１７ｍ ０．３２ｕＨ ９ 

巻き線は、できるだけきつく(しかしあまりきつすぎると切れます)巻くようにしてください。 

トロイドのまわりに等間隔で巻くようにしてください。線の端は約2～3cmワイヤを残してください。 
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ワイヤはエナメルでコーティングされていて、ハンダで接続する場合には、このペイント剥がすこと

がとても重要です。一方、このコーティングがあるので、トロイドを通しての通電はないのです。！ 

これはQRPラボキット製作についての一番の問題点です：ワイヤエナメルを取り去らない失敗。 

 

ワイヤエナメルを取り去る1つの方法は、端の部分をこすり取るのに、サンドペーパーを使ったり、

ナイフまたはワイヤーカッターによって慎重にひっかいています。 

しかし、私の好きな方法は、ただエナメルを焼き払うことです。何年もの間、銅線のコーティングに使

われたエナメルのタイプは、ワイヤをはんだのしずくに沈ませて、普通のハンダごての温度でも焼き払

うことができます。(ビンテージものの真空管機器の中で発見されるずっと古いワイヤについては状況

が異なります)。エナメルを焼き払うためにまたライターを使うことができます。 

ワイヤの端をPCBの正しい穴に挿入し、トロイドがPCBの上で水平に寝かせて、堅くそれを引っ張って

取り付けます。 

ワイヤをはんだ付けしようとしている間に、トロイドが落下しないように、穴を通したワイヤを曲げ

てください。PCBを通して突出しているワイヤを、ほんの2mm程度残して、余分なワイヤを切り取ってく

ださい。さあ、ハンダごてから十分にはんだを流し込んでいきます。数秒の間、接合する部分にハンダ

ごてを当てます。私は通常10までゆっくりカウントすると、はんだはワイヤを取り囲むでしょう(それ

は、エナメルを焼き払うのに十分に熱くなるでしょう)。エナメルが燃え尽きる時に、時々煙の小さい

固まりを見ることができます。 

慎重に、ワイヤが正しくはんだ付けされていることを確かめるために、拡大鏡によってはんだ付けさ

れたジョイントを検査してください。はんだがきちんと流れていなくて、ワイヤに付いていない場合、

これは通常、エナメルがたぶん焼き払われていないという合図です。 

DVM（テスター）を持っているならば、ワイヤの2つの端の間でDC導通(0オームの抵抗)をチェックす

ることはよいアイデアです。DVMを持っていなくても、そしてラジオが作動しないならば、私達は、こ

の後その原因を追跡するための内蔵の試験装置を使うことができます。 
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３．２５ トロイド L2 を取り付ける 

L2は片面が黄色か、赤く塗られた小さいトロイドリングです。それは供給されたロー・パス・フィル

ター袋に入っています。トロイドのまわりに堅く、等しい間隔になるようワイヤを巻いてください。誘

導子のインストール方法は前のセクションと同様です。ワイヤエナメル取り去ることと、チェックを忘

れずに！ 

QCX-miniキットでは、ターンをしっかりと絞ってトロイドを巻き、取り付けてから、均等に広げられ

るという利点があります。 これは、出力電力を最適化するために、後でトロイドの絞ってあるターン

を拡大してみることをお勧めするためです。 トロイドの取り付け方法を平らに置きます 

QCX-miniのPCBは、最初に広げて巻かれた場合よりも、最初に密に巻かれた場合の方がターンを広げ

るのがはるかに簡単です。 前者の場合、ワイヤーはかなりタイトになり、ターンをまとめようするの

が困難です。 

巻き数は、バンドに依りますので以下のテーブルを参照してください。 

インダクタンス値は近似で、コアの中の巻き方とどれほど堅く巻くかに依存するでしょう。 

この場合、あまり重大ではないので、これらの巻き方については心配しないでください。 

バンド トロイド コアの色 容量 巻き数 

８０ｍ Ｔ３７－２ 赤 ３．０ｕＨ ２７ 

６０ｍ Ｔ３７－２ 赤 ２．３ｕＨ ２４ 

４０ｍ Ｔ３７－６ 黄 １．７ｕＨ ２４ 

３０ｍ Ｔ３７－６ 黄 １．３ｕＨ ２０ 

２０ｍ Ｔ３７－６ 黄 ０．９０ｕＨ １７ 

１７ｍ Ｔ３７－６ 黄 ０．６７ｕＨ １５ 
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３．２６ トロイドL1とL3を取り付ける 

L1とL3は片面が黄色であるか、赤く塗られた小さいトロイドリングです。それらは供給されたロー・

パス・フィルター袋に入っています。トロイドのまわりに堅く、等しく間隔でワイヤを巻いてください。 

誘導子のインストールの仕方は前のセクションと同様です。ワイヤエナメルを取り去ることと、チェ

ックを忘れずに！ 

巻き数は、バンドに依りますので以下のテーブルを参照してください。 

インダクタンス値は近似で、コアの中の巻き方とどれほど堅く巻くかに依存するでしょう。 

この場合、あまり重大ではないので、これらの巻き方については心配しないでください。 

バンド トロイド コアの色 容量 巻き数 

８０ｍ Ｔ３７－２ 赤 ２．４ｕＨ ２５ 

６０ｍ Ｔ３７－２ 赤 ２．１ｕＨ ２３ 

４０ｍ Ｔ３７－６ 黄 １．４ｕＨ ２１ 

３０ｍ Ｔ３７－６ 黄 １．１ｕＨ １９ 

２０ｍ Ｔ３７－６ 黄 ０．７７ｕＨ １６ 

１７ｍ Ｔ３７－６ 黄 ０．５５ｕＨ １３ 
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３．２７ 2.1mm電源コネクタを取り付ける 

PCBシルクスクリーンとマッチするように、2.1mmの電源コネクタを取り付けてください。 

QCXminiをオプションのアルミニウムケースに組み込むならば、コネクタが正しく対応したパネル穴

と位置合わせをして、正確にこれをインストールすることは重要です。 
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３．２８ ＲＦ出力コネクタの取り付け 

選択肢として、ここに直角のSMAコネクタが取り付けられます。（部品はｷｯﾄには入っていません） 

 

取り付け位置が正しいことをチェックするために、最初にセンターピンをはんだ付けしてください。

うまくいったら、残っているピンをはんだ付けすることを続行してください。 

ウォッシャーとナットを組み込む前に取り去っておくことがしっかり取り付ける秘訣です。 

（もし使うなら）オプションのQRPラボQCXminiケースの穴にフィットするようにBNCコネクタを取り

付けることが重要です。コネクタボディの上の縁はPCBのエッジと重なるべきでありません。BNCコネク

タはPCBのエッジに90度の位置に、基板上の四角がエアが枯れているところに取り付けます。 

はんだ付けした後に、センターピンの余分なワイヤを切り取ってください。 

BNCコネクタの金属ボディは直接、コネクタ

の4本のグラウンドピンに繋がっています。こ

れらのピンをはんだ付けするにたくさんの熱

が必要です。プロトタイプの組み立ての時、60W

のハンダごてを使って、コネクタの鉄の部分を

完全に熱し、電気的にも機械的にもしっかりと

固定するのに少なくとも20秒かかりました。 

ハンダが流れるまでにたくさんの熱といく

らかの時間、たくさんのハンダが必要です。オ

プションで入手可能なSMAコネクタの取り付け

のためには、グラウンドパッドにはんだブリッ

ジができることを心配することはありません。 

しかし、センターピンへのショートが全くないことは確かめてください！ 
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３．２９ 3.5mmステレオジャックコネクタの取り付け 

これはメインボードのアセンブリの中で最終ステップです。 

音声出力(イヤホーン)、パオプションのドルの接続、オプションのCAT接続、および、50WのPAキット

(オプションのQRPラボキット)と繋ぐためのオプションのPTTアウトプット出力の、4つのステレオ3.5mm

のジャックコネクタがあります。 

オプションのQRPラボQCXminiケース(使われるならば)の穴に納まるようにするため、正確な位置合わ

せが非常に重要です。コネクタは、少しずれた角度に取り付けることになります。このように修正しな

ければなりません。 

精密な位置合わせをするには、片手で基板を握って、仕事台の数cm上のところでコネクタを強く押し

ながらグラウンドタブ(PCBエッジの近くのタブ)をはんだ付けします。次に、PCBエリアの中側のタブを

はんだ付けしてください。そして、位置を調整しながら残っている3つのピンをハンダ付けします。（写

真1はPTTとCAT、写真2オーディオと、パドルのコネクタ） 

 

時計回りに少し傾く 

 

ハンダ付けする間、しっかりと押す 
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３．３０ ディスプレー基板に入れ込むPCBを切り出す 

メインPCBの組み立てができたので、次にディスプレイボードとコントロールボードを組み立てます。 

ディスプレイボードパネルは、容易に切り取りできるようにデザインされて、並んだ穴の線によって

繋がれてディスプレイボードと結合されたいくつかのより小さいPCBsを含んでいます。 

・コントロールPCB： 

これは利得制御、回転式のエンコーダ(調整)コントロール、および2つのボタンを搭載しています。 

・コントロールボードスペーサー： 

コントロールPCBを設置する時に、高さを調整するための2つの小さいPCBs。 それは 1.6mmの高さを

メインQCX-miniPCBに付加します。 

. uSDX daughtercard: 

uSDXグループによってサポートされたSSB部分修正のためのPCB 

https://groups.io/g/ucx 

 

 

小さいPCBsは、先の細いペンチまたはワイヤーカッターまたは同様な道具を使って、パネルから切り

離すことができます。コントロールボードを取り外すことは最も容易で、単に、薄いPCBブリッジをつ

かんでねじれば容易に取り外せます。uSDX daughtercardと高さ調整のスペーサーは少しの手間がかか

ります。特にuSDX daughtercardはは、これを切り離すときディスプレイボードの基板を壊さないため

に慎重さが必要です。 

切り取れたら、すべてのPCBs(uSDX daughtercard.を除いて。これを使うつもりならば、ヤスリがけ

は必要)の荒いエッジをヤスリがけしておくことは必須です。 

コントロールボードは、ディスプレイボードの下の穴の部分を通って取り付けるので、荒いエッジが

なめらかになっていないと、取り付けは難しいでしょう！ 
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ディスプレー基板から切り離す５つの小さなPCB

の位置（外側がディスプレー基板になる 訳者注） 

 

ペンチやワイヤーカッターを用いてねじったりこ

ねたりして繋いでいる部分を取り外す 

 

優しく掴んで曲げ、切り取ります。パネルの真ん

中の部分を壊さないように注意します。 

 

切り取ったPCBやパネルの荒いエッヂをヤスリが

けして滑らかにします。 

 

注意深く削った後の５つのPCB 
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３．３１ ＬＣＤモジュールを取り付ける 

下でガイドに従って、慎重に正確な組み立てが必要です。 

 

M3 6mmのﾋﾞｽとﾅｯﾄを見つけてください。ﾅｲﾛﾝかま

たは鉄製です 

 

画面がパネルの穴から出るように、PCBの裏側から

LCDﾓｼﾞｭｰﾙを入れ込みます 

 

上下の隙間が等しくなるようにﾎﾞﾙﾄでLCDﾓｼﾞｭｰﾙ

を固定します。しっかりとﾋﾞｽを締めます 

 

作業台で止まるまで16個のｽﾙｰﾎｰﾙにリード線の切

れ端を落とし込みます 

 

PCBの上側のリード線の切れ端をハンダ付けしま

す。余分な部分を切り取ります 

 

PCBをひっくり返して、LCDがぴったりとPCBに付い

ていることを確認しハンダ付け、余分な線の切り

取りをします 
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３．３２ 2×5ﾋﾟﾝの押すﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰの取り付け 

ディスプレイPCBの下から2x5ピンｵｽﾍｯﾀﾞｰを逆さに取り付けます。示されるように、ピンの短い足の

方が底の側からPCBを通して挿入されるべきです。 

最初に一本のピンをはんだ付けし、他の9つの足をハンダ付けする前に、位置調整をしてください。 

ピンヘッダーが四角で割り当てられた位置の中心にあることを確認してください。 

 

３．３３ 11mmなナイロンスペーサーの取り付け 

4つの 11mmのナイロン六角ボルトスペーサーを、示されるように4つ

の 6mmのナイロンビスを使ってLCD PCBの下側に取り付けてください。 

六角形のスペーサーの向きで、角がPCBのエッジに張り出していない

ように、平らな辺が近くのPCBエッジと平行するようにします(これはケ

ースにパネルが納まるようにするためです) 
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３．３４ 20ｋΩの半固定抵抗を取り付ける 

20Kの単回転半固定抵抗は、LCDの輝度調整を行います。メインQCXminiPCBに取り付けられた24回転ト

リマーに類似しているこのトリマーには小さい出っ張りが四隅にあります。 

あいにく、これによって背が高くなりすぎるので、後でPCBをケースに入れるとき邪魔になります。

従って、トリマーがPCB上で平らに付けられるように、ワイヤーカッターを使って、出っ張りを切り取

ることが必要です。 

この部品をインストールするために、下でステップに従ってください。 

 

 

ワイヤーカッターを使って４つのプラスティックの足を

切り取る 

 

少しぐらいトリマーの角が壊れてしまうのは気に

しなくてもよい 

 

切り取るとこのようになる 

 

ご覧のように、トリマーがぴったりとPCBに付いて

いるように取り付けてハンダ付けします。裏側の

余分な足を切り取るのは同様です。 
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３．３５ コントロールPCBに2×4ﾋﾟﾝ、ｵｽﾍｯﾀﾞｰを取り付ける 

次に、コントロールPCBの組み立てを行います。(これは利得制御、回転式のエンコーダ(周波数調整)、

および2つのスイッチボタンを搭載しています) 

（高さを調整するため）2x4ピンを取り付ける時、小さいスペーサーPCBをコネクタボディとPCBの間

にはさむ状態でインストールされなければなりません。 

慎重にこの部品をインストールするために、下でステップに従ってください。  

 

8つの穴のある小さいスペーサーPCBを2x4ピンヘ

ッダーの短いピンの側に被せてください。 

 

示されるように、短いピンの残っている長さを下

の側からのPCBに挿入してください。 

 

ピンは穴のトップサイドから突出していません。 

しかし、穴はメッキされたthroughholeです。はん

だを気前よく当ててください。そして、ハンダが

しっかり流れ込むように、そしてピンと穴がしっ

かり接続されるように、少なくとも5秒間熱を穴に

加えてください。 

 

 

同様に、残っている7本のピンをはんだ付けしてく

ださい。心配しないでください、この方法は本当

に確かにうまくいっています。可能ならば、ハン

ダごてを穴に突き刺すようにして、各ジョイント

に多くのはんだが流れるよう少なくとも5秒熱を

当ててください。 
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３．３６ ロータリーエンコーダーの取り付け 

回転式のエンコーダはコントロールPCBの上のSW1というラベルを貼られた大きい穴に取り付けられ

ます。回転式のエンコーダを取り付ける前に、次の通りそれを準備してください。 

 
まず最初に、写真のようにワイヤカッターを使っ

て、2つの大きいPCBマウンティングラグを切り離

してください。ピンではありません。 

 

5本のスイッチピンのうちの1本の上にマイナスド

ライバーの先を置いてください。 

 

 
それを180度回して、ピンが上を向くようにしま

す。ピンはコントロールの正面を向いています。 

 

残りの４つにピンについても同様な作業を行いま

す。 

 
最初にピンを一列に並べるて、それが適合してい

る穴にはいるよう配置し、回転式のエンコーダを

取り付けてください。 

 

ウォッシャーとナットが両方ともPCBのシルクス

クリーンでプリントされた側あることを確認して

ください。ナットを強く締めます。 
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PCBの下側(回転式のエンコーダの青色のボディが

ある側)で5本のスイッチピンのそれぞれをはんだ

付けしてください。 

3本のうちセンターピンは、PCBの穴に到着するた

めに長さが足りないかも知れません。リード線の

切れ端を使って延長して接続します。 

 

 

３．３７ タクトスイッチを取り付ける 

示されるように、2つのボタンはコン

トロールPCBに取り付けます。矩形に4本の

ピンを持っています。PCBにぴったりと納

まる向きは決まっています。しっかりと納

まることを確認してください。納まった状

態でシャフトはPCBに対して直角に向いて

います。 

対角線の2つのピンをハンダ付けします。

よく観察して位置調整をします。全て良け

れば、残りの2つのﾋﾟﾝをハンダ付けしてください。 

 

３．３８ 利得調整ポテンションメーターの取り付け 

ナットとウォッシャーを電位差計シャフトから取り去ってください。R36というラベルを貼られたポ

ジションの中に電位差計を取り付けてください。電位差計を四角にPCBに描かれた穴のその配置位置と

合わせてください。ウォッシャーとナットによって適所に電位差計を取り付け締め付けてください。 

たとえどんなに多く曲げても、電位差計のピンはPCBには達しないでしょう。 

従って、部品のリード線の切れ端を使って、ピンとPCB穴の間を結ぶ必要があります。そのため、ピ

ンを無理に曲げないようにしてください。 
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部品のリード線の切り落としをまず最初にPCBに

はんだ付けします。そして、電位差計ピンのでき

るだけ緑色のボディーに近い部分にリード線をハ

ンダ付けします。 

 

ピンとリード線の切れ端の両方とも余分な長さで

ないよう調整してください。 

ボードをケースに収める時、短絡が起きないよう

可能な限りの接続点の近くでこれらを調整するこ

とは重要です。 

 

３．３９ 11mmナイロン六角スペーサーを取り付ける 

3Mの6mmのナイロンビスを使って、最終的な11mmのナイロン六角ボルトスペーサーをコントロールPCB

に取り付けます。PCBの正面から穴を通ってビスを差し込んでください。ディスプレイPCBパネルから取

り外された小さい四角いスペーサーPCBをビスの上にを置いてください。そして、11mmのナイロンスペ

ーサーの上でねじ込んでください。 

 

 

これでコントロールPCBの組み立てが完成しました。 
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３．４０ コントロールPCBをメインPCBに取り付ける 

さあ、2つの2x4ピンヘッダーコネクタを差し込むことによって、コントロールPCBとメインCBを接続

してください。 

以下の写真に示すようにコントロールPCBに固定された11mmのナイロン六角ボルトスペーサー柱の中

にメインPCBの下側から、3Mの6mmのビスで固定します。 
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３．４１ マイクロコントローラーを取り付ける 

28ピンDIPソケットにIC2、同封のATmega328PマイクロコントローラをメインQCXミニPCBにインストー

ルしてください。 

チップの上のえくぼが、28ピンDIPソケット上のえくぼと同じ位置になっていること、同時に、PCBシ

ルクスクリーンの上のえくぼとも合致していることを特に注意してください。 

注意 ICのピンが多くの場合わずかに外広がりになっていることがあります。そのままではソケット

に入れようとしても難しいことに注意してください。ICをソケットに納まるように、ピンの各列へ穏や

かに圧力をかけるため、仕事台などの平らな表面の上でピンの列を押すことが必要です。 

 

 

 

３．４２ １０ｕFの入力側コンデンサを取り付ける 

電圧レギュレターの入力側に取り付けられたコンデンサーは、スイッチが頻繁

にon/offされたり、パワーアップの時、電源プラグが差し込まれた時、電圧スパ

イクが生成されることで電圧レギュレターが不安定になり、故障することがある

問題への対応で取り付けられています。 

レギュレターが故障した場合、12V入力が5Vのラインに供給されてしまうことで、

5Vのラインに繋がる多くコンポーネントを破壊することが起こりえます。。 

これに対処するために、電圧レギュレターの入力側とグラウンドとの間に10μF

のコンデンサーを取り付けます。10μFは最小の静電容量とみなされるべきであり、

この値であることは重大でなく、10μF、22μF、47μF、100μFなどはすべて使う

ことができます。電圧定格は少なくとも16Vであるべきです。電解またはタンタル

のコンデンサーはよいでしょう。それは、IC10、IC11、および電源コネクタの間の隙間に納めるのに十

分に小さいことが必要です。そして、コントロールPCBが差し込まれる時にゲインボリューム(長さ約

9mmx直径約5mm)を邪魔しないようにする必要があります。 

コンデンサーは次のように組み込みます。 
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タンタルの場合 例えば>10μF、16V。 

－と＋のリード線を識別してください。(極性は重

大です)プラスはボディの上の長いリードで＋と

表示されます。 

 

先端の細いペンチか何かを使って、ワイヤをまっ

すぐにしてください。 

 

 

-の足を5mmに切り取ってください。レギュレター

の左のピンに予備ハンダをします。これは次のス

テップでよりはんだ付けしやすくするためです。 

 

コンデンサーはラベル面は向こう側になります。 

ダイオードの隣を通して＋のリード線を通しま

す。レギュレターの左のピンに－側のリード線を

素早くはんだ付けしてください。 

 

ケースに触れないように余分な＋のリード線を切

り取ってください。 

 

ダイオードのリードと素早くハンダ付けしてくだ

さい。短絡のないことを確認します。 
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電解コンデンサの場合 ＞16V 10μF 

－と＋のリード線を識別してください。(極性は重

大です)直径最高5mm、長さ最高9mm 

 

－側を約6mmに切り取ってください。このリード線

はAMS1117-5.0電圧レギュレターの左手の端子に

はんだ付けされます。 

 

はんだの小さい塊をコンデンサーの－側リードに

予備ハンダします。同様に電圧レギュレターのピ

ンにも予備ハンダすると取り付けが楽です。 

 

コンデンサーを水平に寝かせ、＋のリードはD33ダ

イオードの本体とリード線の間を通します。－側

のリートとレギュレターの左のピンとをハンダ付

けします。 

 

D 33のダイオードに接続したリードの余分な部分

を切り取ります。 

 

示されるように、D 33のダイオードリード＋のコ

ンデンサーリードをはんだ付けしてください。 

 



QCX-mini  assembly Rev 1.05                            70 

３．４３ ２枚のボードをプラグで繋ぐ 

さて、慎重に2つの回路基板を一つに繋ぎましょう。これをする最もよい方法は、PCBs左上の5ピンヘ

ッダー同士を正確に結合するように専念することです。こうすると、残りの部分はひとりでにぴったり

収まるでしょう。 

ディスプレイボードパネルからsub-PCBsが取り外された時に、PCBsの荒いエッジをやすりで削り落と

すことに特に注意したならば、コントロールPCBが、ディスプレイボードの中の空隙の中に、ぴったり(そ

してきちんと)納まることに気付くでしょう。それはディスプレイボードの1.6mm(1つのPCBの厚さ)だけ

高くなっているからです。 

これで組み立ては完成しました。 

オプションのケースに収める前に、調整のステップを行いましょう。 

 

 

３．４４ 基本的な操作のための接続 

次の接続はトランシーバーの基本的な動作のためです。 

1) 電源 

電源は、送信において、 0.5A、または少し大きな電流を供給できる必要があります。供給電圧はお

およそ7から16Vです。RF出力は供給電圧に依存するでしょう。(より高い出力はより高い供給電圧で生

み出されます) 5W出力以上の操作は勧められません。終段部増幅器のオーバーヒートと破壊をもたら

すことがあります。ほとんどの場合に、13.8Vで十分で、16Vではあまりにも多くの出力になってしまし

ます。 

2.1mmのDCコネクタプラグが必要です。センターピンは＋で、スリーブが－です。(ネガティブ) 

  

2) イヤホーン 

イヤホーンは一般的な3.5mmのステレオジャック用プラグのオーディオ機器、携帯電話などに使われ

るもので構いません。これらは一般的に32オームのインピーダンスを持っています。 

4オームまたは8オームのローインピーダンスのスピーカーなど接続される時に、何人かの人々は不安

定なオーディオの操作を観察しました。これは、出力オペアンプ IC(IC10)が、必要とされている出力

を供給することができないためです。 

もし、小さなラウンドスピーカーを使いたいなら、増幅回路の入ったスピーカーが必要です。このキ

ットの音声出力は、直接スピーカーを駆動するほど強力ではないからです。 
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3) アンテナシステム 

RF出力は、フィルターを通した50オームのBNC出力で、通常のアンテナシステム(アンテナや、マッチ

イングユニット)と接続されます。 

 

4) ストレートキーまたはパドル 

QCXミニトランシーバーを操作するために、ストレートキーまたはパドルを接続するには3.5mmのステ

レオジャック用プラグによって接続されるべきです。 

シールド(またはメインボディ)はGNDです。チップとリングにどちらが接続されているか（パドルの

ditまたはdah）はそれほど重要な問題ではありません。それらが違っていても、それを交換するメニュ

ーコンフィギュレーションアイテムが組み込まれています。 

同様に、ストレートキーを使う場合にも、ファームウェアの中にチップ、リング、または両方を接続

の設定が組み込まれています。これはストレートキーを使う時に3.5mmのモノプラグを使うことができ

ます。 

 

３．４５ QCXminiの故障発見ための注意点 

QCXminiを組み上げても全く作動しなかったり、適切に作動しなかったとしても、うろたえないで

ください。これはKITですので、そのようなことはよくあることです。しばしば、物事は意図通りにい

かないものです。うまくいかないことへの対応が必要です。 

以下はその助けになるようなのいくつかのヒントです。 

1) 最初に電源を入れた時、QCXminiは死んでいるか、ほとんど死んでいるように見えるかもしれませ

ん。LCDモジュールのバックライトが点灯せず、テキストの表示も見えない状態です。でも、たぶんOK

です！ 

バックライトはメニュー項目(メニュー7中の、「Other」設定メニュー)によってコントロールされて

いて、それがOFFであるならば点灯しません。LCD輝度調整ボリュームR47を調整するまで、ディスプレ

イにテキストが表示されないことまた正常なのです。 

2) 一定の故障を見つけるためにコントロールボードを取り外すことができます。 

R46(10Kの抵抗器)が思慮深くプラグインのコントロールボードにではなくメインボードに置かれた

のは、コントロールボードを取り外した場合、プロセッサはどんな架空のボタンプレスも登録しないう

ということを意味しています。コントロールボードが差し込まれるまで、機器はそれまでの状態を留め

ると言うことです。QCXminiは電源を入れた状態で、コントロールボードを取り去り、挿入するができ

ます。 

3) しかしコントロールボードを取り外した場合、R36、ゲインコントロールボリュームを取り去って

いるのでオーディオ信号のパスは中断しています。従って、オーディオ信号はIC10に達しないのでオー

ディオ出力は全く出ないでしょう。 

4) ディスプレイボードを取り外しても、QCXminiは、まさに見事に作動し続けるでしょう。あなただ

けが、もちろんスクリーンの上で何も見ることができません。 

これは、様々なポイントでシグナルをチェックするためにメインボードにアクセスすることに有益で

あるかもしれません。しかし、QCXminiに電源が供給されていても、再びLCDモジュールを差し込んでも、

ディスプレイモジュールは一定の初期設定シークエンスを必要としているので、電源が入れ直されるま

で、意味のある表示はなされないでしょう。 
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5) いつも、テストまたは調整のときには50オームのダミーロードを接続してください！ 

6) ここに完全な修理ガイドがあります： 

http://qrp-labs.com/qcxmini/trouble.html. 

それはQCXトランシーバーのためにもとは書かれていますが、回路は同じです。従って、それは

QCX-miniにも等しく適用可能です。 

7) YouTubeの修理ビデオは 

http://qrp-labs.com/qcxmini/troublevideo.html 

で見ることができます。(これは、QCXのシグナルパスを調べるためにどのように低価格試験装置を使

うかを説明しています)。 

再び、このガイドはQCXトランシーバーのためのものですが、QCXとQCXminiが同じ回路を共有するの

ですので、それは等しくQCXminiに適用可能です。 

8) 出力： 

しばしば、出力は、望んでいたより少ないものです。でも、出力が出ているなら、これは送信機が適

切に働いているというよい徴候です。QCX＋を調整することについてのYouTubeビデオがあり、回路が同

じ(単にレイアウトが違う)であるので、これは等しくQCXミニにもあてはまります。 

ビデオでは、12Vの供給で、17mから80mのどのバンドにおいても少なくとも4Wを達成するためにどの

ようにトロイドインダクタンスを適合させるかを説明しています。(正常では5Wにより近い) 13.8Vの

供給の場合には少なくとも5Wまで (正常に6Wにより近い)が出力されます。 

9）フォーラム 

https://groups.io/g/qrplabs はQRPラボディスカッション・フォーラムであり、助言をしてく

れるであろうとても有能な人々でいっぱいです。 

あなたのトラブルを投稿する場合には必ず可能な限り十分に問題を説明してください。これなしでは、

どのような障害でも、診断することが不可能になるでしょう。 

 

３．４６ 調整とアライメント 

最初に電源を入れた時、（スイッチを入れるためにオン／オフボタンを押した後に！）たぶん、何も

ディスプレイに表示されていないことに気づくでしょう。たぶん、LCDバックライトは点灯しているか

も知れません。(これは、コンフィギュレーションの設定に依存しています)。何も表示されていなくて

も心配しないでください。 

これは、ディスプレイボードの左上にあるトリマー電位差計R47を調整する必要があるためです！こ

のトリマーを回して、文字の表示が見やすく出るまで調整してください。 

そうするとディスプレイ上に以下のテキストが見えると思います。 

 

 

 

バンドを選ぶために、回転式のエンコーダノブを回してください。そして、希望のバンドが表示され

たら選択をするために、１ボタンを押してください。 

アラインメント手続の一部として行う4つの調整があります。 

調整は： 

・バンドパスを最良にするトリマーコンデンサー、C1 

 Select band 

160m 
 

http://qrp-labs.com/qcxmini/trouble.html
http://qrp-labs.com/qcxmini/troublevideo.html
https://groups.io/g/qrplabs
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・I-Q振幅バランス、R27 

・オーディオの移相調整、R17、およびR24 

これらを調整するまで、リグの感度は非常に低いでしょう。従って、先に進む前に、最初にこれを行

ってください。 

これらの4つの調整の位置は、以下の写真に例示するように押しボタンの上にあり、非常に使いやす

いと思います。 

 

 

 

 

要約： 

このリグに組み込まれているアラインメントツールは、シグナルを、250-Hzデジタルフィルタと200Hz

のアナログフィルタに入れ、RFフロントエンドとデジタル信号処理に注入するシグナル発生器と、その

帯域幅に検出されたシグナルの振幅を計算する回路から成ります。 
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アラインメントの間に、表示はディスプレイの下の列に直観的なバーとして画面上に表示されます。 

ねじ回しを使って、表示された表示を最大化するか、最小化するために、トリマーを調整します。 

リグのアラインメントの間はアンテナのプラグを抜いてください！ QRP Labs dummy load kit 

http://qrp-labs.com/dummyのような50Ωのダミーロードを取り付けてください。 

TCXOモジュールオプションを使う場合には、メニュー項目8.5ref frqから25,000,000に変更してくだ

さい。これ以降の調整をする前に、この変更をすることはとても大事です。下で説明されるように、メ

ニューシステムに入り、メニュー8.5に行って、25,000,000にそれを編集してください。 

 

最初に、帯域通過トリマーコンデンサーC1を調整します。これをするために、左のボタンを長めに押

してください。スクリーンは最初のメニューカテゴリーを表示します： 

 

 

 

 

ﾛｰﾀﾘｰｴﾝｺｰﾀﾞｰを廻して、アライメントﾒﾆｭｰを表示させます。 

 

 

 

 

アラインメントメニューに入るために、左(「選択」)ボタンを押してください。例えば、17mバンド

の操作のための、アラインメント周波数メニュー項目はすでに次の通り17mのCWセクションの中の周波

数に設定されています： 

 

 

 

つぎに、次のような表示になるようﾛｰﾀﾘｰｴﾝｺｰﾀﾞｰを廻してください。 

 

 

 

音を聞いて調整します。しかし、プラグを差し込んだイヤホーンがあるならば、どうぞ、最初はそれ

を耳から外しておいてください。トーンは非常に大きな音になるでしょう。 

シグナルジェネレータのスイッチを入れるために、左(「選択」)ボタンを押してください。C1のトリ

マーの調整をします。 

さて、プラグを差し込んだイヤホーンから(作業机においた状態で)、700Hzで騒々しいトーンが聞こ

えるでしょう。ディスプレイにはこの写真のように見えるでしょう： 

 

C1トリマーの調整は振幅バーの変化で知ることができます。この表示が最大になるようC1トリマーを

１ Preset 

８ Alignment 

８．１ Align frq 

１８，１２０，０２０ 

８．７ Peak BPF 

Press Select! 
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調整します。これを行うことで、バンドパスフィルタのピークはバンドのCWセクションに集中するでし

ょう。 

LCDの右上に表示される数を理解することが非常に重要です。ここでは09として示されています。 

これは、ファクターを縮尺している値で、２の９乗を意味しています。 

この例において、実際の振幅はスクリーンの上でその時表示された512(2の９乗)のファクターによっ

て分割されています。この写真の中で、27の小さい垂直のバーが示されています(それは、実際の測定

された振幅値が13,824（27＊512）であるのを意味しています)。 

表示されたバーがLCDの幅の3分の1より小さくなると、縮尺ファクターは減らされて、バーは再表示

されます。一方では、表示されたバーがスクリーンの右の端からあふれるならば、縮尺ファクターは1

増大されます。この簡単な方法によって振幅を自動で測定するディスプレイを作成しています。 

従って、バンドパスフィルタトリマーを最高にするために、最初に、LCDの右上の縮尺ファクターを

見て、トリマーを調整してください。そして、表示された振幅バーを使って、微動調整を行います。ピ

ークはとても鋭いです。 

複数のピーク(この簡単なバンドパスフィルタの複数の反応)があるかもしれないので、用心深く調整

を行ってください。 

従って、その範囲全体を通してトリマーコンデンサーを調整し、最大の縮尺ファクターを決定してく

ださい。私の場合に、それは09でした。 

そして、微動調整を、振幅バーを最高にすることで行います。 

反応を最高にした時に、C1のトリマーのコンデンサーがその範囲のどちらの終わりでもない（最大で

も最小でもない）ことを慎重にチェックしてください。 

ﾄﾘﾏｰが最大値や最小値になっていた場合、これは、この回路の定数が正しくなっていないことを意味

しています。T1変圧器の長いSecondaryの巻き数を変更する必要があります。 

トリマーコンデンサーを目視検査することで、その範囲の終わりであるかどうかがはっきりわかるで

しょう。 

Perfect！ 

OK！最小のまたは最大の静電容量ではなく、トリマーコンデンサーのプレー

トが調整の範囲内にあり、BPFのピーク反応を見つけています。すべて、大丈夫

です。 

 

 

完全に閉まったプレート（最大容量） 

ここは、プレートが全なて最大静電容量になっています。 

それは、インダクタンスがもっと必要であることを意味しています。 

慎重に、T1のSecondary3の巻き線の一端を外し、ワイヤを追加してあと5ター

ンをトロイドに巻いてください。そして、再びトライしてください。それが少

し乱雑であるように見えるかどうかは心配しないでください。 

 

完全に開いているプレート（最小容量） 

完全にプレートが重なっていません。最小静電容量を示しています。 

それは、インダクタンスを減らす必要であることを意味しています。 
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T1のSecondary3の巻き線一端を外し、トロイドに巻いてあるうち、5ターンを取り去り、再はんだ付

けしてください。そして、再びトライしてください。 

 

Ｉ-Ｑ バランス調整 

さあ、I-Qバランスを測定するために、右回りに回転式のエンコーダ「1クリック」回してください。 

前のアラインメントが最終的な増幅ステージの前のオーディオのシグナルを使って行ったのに対し

て、I-Qバランスとオーディオの移相調整は最終的な増幅ステージの後のシグナルで行います。なぜな

ら、この調整ではシグナルを逆の(望まれない)側波帯に注入するので、シグナルレベルはずっと低く、

従って、それは、マイクロコントローラが、正確にそれを測定することができるように増幅する必要が

あります。そのため、このケースでは、ゲインコントロールが影響します。 

私は、利得制御を中程から始めることを提案します。これは十分な利得を提供するであろうけれども

利得が多すぎず、(シグナルと測定をゆがませる)過負荷にもなりませんせん。 

(ディスプレイの右上の部門比率によって示される) 5から10の範囲にオーディオの値を調整するよう

にします。それが12に達するならば、増幅器は、制限やクリッピングが行われ、正確に調整をすること

を難しいか、不可能になってしまいます。表示された値(ディスプレイの右上)がほんの2または3である

ならば、それは、利益が低すぎることを示します。従って、ディスプレイが9くらいになるように、音

量調整器を合わせてください。 

I-QトリマーはR27です。それはマルチ回転トリマーであるのでそれが、最適な値に到着するために相

当数回す必要があるかもしれません！この調整のために、私達が、BPFトリマーを適合させたるのは最

大ではなく最小振幅です。注入されたシグナルが望まれない側波帯を測定しているので、私達はそれを

最小にするにします。 

 

90度のオーディオ移相の調整 

同様に、右回りにあと「１クリック」回転式のエンコーダを廻します。(自動的に、それが望まれな

い側波帯のオーディオ信号を600Hzで設定し、「低オーディオの移相」トリマーR24をセットします)。

シグナルを最小になるよう調整してください。 

回転式のエンコーダ右回りにもう「１クリック」します。「高オーディオの移相」トリマーR17がセ

ットされます。最小シグナルになるよう調整します。 

さて、最小の望まれない側波帯のためにこれらの3つのメニュー項目の間で行き来することが必要で

す： 

・8.8 I-Q Bal(R27を設定してください) 

・8.9 フェーズ ロー(R24を設定してください)  

・8.10 フェーズ ハイ(R17を設定してください) 

これは、ある程度、これらの調整が互いに影響するためです。 

調整の最適条件セットを得ることは繰返しのプロセスです。従って、右回りや左回りに回転式のエンコ

ーダを回してクリックし、これらの3つのメニュー項目を行き来し、さらに、適切なトリマー電位差計

にわずかな調整をし、振幅が小さくなるようにしてください。 

それらの調整は望まれない側波帯が少しでも低くなっているように何回も、続けてください。 

右(出口)ボタンを2回押すことでメニューシステムを出て、通常操作に戻ります。 

アラインメントメニューの中の他のアイテムはsynthesiserの27MHzの基準発振器とマイクロコントロ
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ーラの20MHzのシステムクロック発振器の校正と関連しています。 

これらの調整は手動でまたはQRPラボQLG1 GPSレシーバーキットなどのGPSモジュールの接続によって

行うことができます。しかし、このバンドパスフィルタをピークに設定することと不要側波帯を低減す

ることより至急でないので、これらは動作マニュアルの中ではメニュー項目から分けて説明します。 

これらのアラインメントトリマーの調整で、リグは使う用意ができています。たくさんの設定はコンフ

ィギュレーションメニューの中で行うことができ、すべての機能についての理解と利用するために操作

マニュアルを読んでください！ 

 

分離されていた2つのPCBsを保持する11mmのスペーサーの中に、4M、 36mmのナイロン製のビスを使っ

て2つのPCBsを一緒にボルトで締めてさしつかえありません。そして、ノブを2つの回転式のコントロー

ルに取り付けてください。 

そして、QCXminiをそのオプションのケースに取り付けようとするならば、どうぞ、以下のセクション

のステップに従ってください。 
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３．４７ オプションのケースへの組み込み 

QCXminiケースへのインストールは簡単で、配線を全然必要としていません。次の通り正しい手順で組

み立てをすることは重要です。 

 

ディスプレーボードから始めます 

 

そして、コントロールボードが固定されたメイン

基板 

 

LCDモジュールから保護シートを剥がします 

 

上半分のケースです。成形されたガイドレールが

あることがわかると思います 

 

ケースのガイドレールに従って、ディスプレーボ

ードを差し込みます 

 

右側のサイドパネルをキットに入っているBNCの

ワッシャとボルトでメインボードに取り付けます 
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示されるように、ベンチ上に伏せてケースの正面

を置き、メインボードを取り付ける準備をしてく

ださい。 

 

メインボードと、ディスプレイボードの間を接続

する2x5ピンヘッダーコネクタの位置合わせをし

てください。いくつかの部分が、フロントパネル

の中の穴を通って正しい位置に納まるよう調節す

ることが必要でしょう。  

 

上で示した4つのM3 6mmナイロンビスで固定しま

す。 

 

これは、DCコネクタのある側から見た様子です。 

 

ケースの底の半分の正しい向きを決めてくださ

い。凸凹が一方にしか納まりません。 

正しい向きに納めてください。 

 

ケースの左側のサイドパネルを黒い小さなビスで

取り付けます。パネルコーナーの皿穴にビスを慎

重に位置合わせをします。容易にねじ止めできる

でしょう（もし適切に位置合わせされるならば） 
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右側のサイドパネルも、四隅をビス止めします。 

 

もしお望みなら、ケースの底の適当なところに自

己接着テープの付いた足を取り付けます。 

 

エンコーダーとボリュームにつまみを付けます。

イモねじで固定しますが、ノブが容易に回るよう

にほんの少しパネルから浮かせるようにします。 

音量調整器ノブのイモねじは平らな部分で締め付

けます。回転式のエンコーダのノブではイモねじ

を締める位置は重要でありません。 

 

電源を入れると・・・・ 

成功！ （希望的には） 

 

QCXminiの分解は逆の同様なステップで行ってください。 
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３．４８ ＱＣＸminiのＧＰＳ、ＰＴＴ出力 

下の写真はメインQCXminiPCB上のコネクタを示します。 

 

GPSインタフェース 

QCXminiは、使うことができるGPSインタフェースを持っています。 

・基準発振器(27MHzのクリスタルまたは25MHzのTCXOモジュールオプション)と20MHzのシステム発振器

を目盛り設定をすることができます。 

・WSPRビーコン操作の間に、発振器をドリフトフリーの状態(周波数と時間)に保ちます。 

・内部のリアルタイムクロックをセットします。(それはWSPRオプションのために重要で、それを設定

すれば、画面上に表示されます)。 

GPSはグラウンドに加えて2つの出力信号、PPS(パルス／1秒)、およびRxD(シリアルデータ)を出力し

ます。 

オプションで、GPSモジュールに+5Vの電力を供給するために、接続されることもあります。 

QRPラボQLG1などのGPSについてはhttp://qrp-labs.com/qlg1を見るとよくわかると思います。 

GPSシグナル(PPSとRxD)はそれぞれパドルのDahとDitと同じマイクロコントローラピンを使います。 

従って、同時にパドルとGPSを使うことができません。 

実のところ、シンセサイザー基準周波数、システムクロックの校正、ビーコン(CW、FSKCW、またはWSPR)

としてQCXminiを操作する時にはGPSを接続する必要があります。 

以下の図は接続を示します。 
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PTTアウトプット 

PTTアウトプットは5V/PTTコネクタジャックのリングにあります。QCXminiが送信モードの時には+5V、

QCXminiが受信モードの時には、このシグナルは0Vです。 

QCXminiをQRPLabsで別売している50WのPAキットと接続する場合には、このシグナルは、送信モード

に切り換えさせるために50WのPAキットに接続している必要があります。 

標準の3.5mmのステレオオーディオケーブルを使うことができます。(両端に3.5mmのステレオプラグ

を付けたもの) 

5V/PTTコネクタのピン配置図がQCXminiの rev1/2PCBsでは同じでないことに注意してください。 

QCXminiのプラグのリングは+5Vであり、先端チップはPTTです。 

これは、QCXminiに電源が入っている時、ケーブルに差し込むと+5Vが接地するために短絡するという

不利を持っていています。 

別の不利な点は、標準の3.5mmのステレオオーディオケーブルが使わえないことです。 

この理由のために、完全な互換性はこのインターフェースにおいて壊れてしまいました。 

QCXミニまたはQCXミニによって50WのPAキットを使うことを望むならば、QCXミニマニュアルは、先端チ

ップとリングへの配線を取り替えて、QCXミニへの接続を変える必要がある非常に簡単な部分修正の詳

細を含んでいます。 
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３．４９ QCX-miniのＣＡＴポート 

 

QCX-mini CATポートを使用すると、PCまたはその他のCAT対応ホストによるQCX-miniへの制御ができ

ます。 

この機能の操作については、操作マニュアルに詳しく説明されています。 下の図は、QCX-miniのリア

パネルの3.5mmステレオジャックソケットコネクタへの接続を示しています。 

 

 

 

 

 

訳者注 

この翻訳は私自身がＱＣＸ-miniを製作するために、行ったものです。十分注意して訳したつもりで

すが、正確さを保証するものではありません。疑義のある場合、またわかりづらい場合には原典に戻っ

てください。この訳文を使うことで生じたいかなる損害に対しても、XRQTechLabは関知致しません。 

なお、この訳文ではセクション４以降は含んでいません。セクション４以降には技術的説明が書かれ

ています。しかし、組み立てをするのにはこの訳文でも十分な内容だと思います。 

いつの日か、このＱＣＸ-mini同士で、お空でお会いできるのを楽しみにしております。 

2020.12.18 XRQTechLab Shig    


